
全
-
け
久
局
、
。
ル

第
二
十
二
轡
第
四
強
昭
和
三
十
九
年
三
月
霊
行

カ

フ

ク

フ

の

生

涯

若

松

寛

清
朝
と
北
ア
ジ
ア
の
覇
権
を
争
っ
た
ズ
ン
ガ
ル
討
ロ

B
H八』
mmoロ
B
H
ハ
準
喝
爾
〉

王
園
の
史
的
研
究
は
、
従
来
そ
の
史
料
的
制
約
に
よ

- 1一

t主

じ

め

り
、
主
と
し
て
ガ
ル
ダ
ン
ハ
喝
爾
丹
)
登
場
以
後
に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、

せ
た
ガ
ル
ダ
ン
の
祖
父
カ
ラ
ク
ラ

O
同

E
A己
白
ハ
恰
蜘
忽
則
、
暗
爾
呼
刑
〉

端
を
明
か
に
し
て
、
将
来
の
研
究
に
備
え
た
い
。

そ
の
帥
献
を
補
う
た
め
に
、

ズ
ン
ガ
ル
王
国
を
歴
史
に
登
場
さ

の
生
涯
に
焦
鮎
を
あ
て
、

こ
の
時
期
の
ズ
ン
ガ
ル
王
園
史
の

カ
ラ
ク
ラ
に
つ
い
て
、
古
く
パ
ル
ラ
ス
司
包
戸
田
聞
は
、

ハ
ラ
フ
ラ
の

r
R
E
rロ
ロ
仰
な
る
異
名
を
持
つ
フ
ト
ゥ
ガ
イ
ト
ゥ
の
Y
ロ
Z
m白
iF
E
は
、
モ
ン
)
コ
ル
の
ハ

l
ン
に
謝
す
る
以
前
の
服
従
貢
納
義

務
か
ら
カ
ル
ム
ッ
タ
人
関
色
自
己
品
目
ロ
を
完
全
に
解
放
し
、
濁
立
さ
せ
た
諸
首
長
宮
町
田
窓
口
の
一
人
で
あ
っ
た
。

415 

と
の
ベ
、
明
代
中
期
に
購
名
を
は
せ
た
エ
セ
ン
何
回

g
(也
先
〉
の
死
後
、
四
散
し
た
カ
ル
ム
ヴ
ク
ハ
H
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
ロ

r
σ
g

o
w町
包
囲
街
並
特
〉
が
、
そ
の
後
の
永
い
空
白
を
へ
て
、
ズ
ン
ガ
ル
部
の
カ
ハ
ハ
〉
ラ
ク
(
フ
)
ラ
に
至
っ
て
復
興
を
と
げ
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
。
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さ
ら
に
ま
た
バ
ル
ラ
ス
は

。]6
5
n
r
z
-
Z
の
長
子
。
ハ

l
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
切
包
昨
日
叶
包
含

E
は
、
す
で
に
一
六
一
六
年
に
父
か
ら
分
れ
て
、

イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
同
吋
門
戸
田
口
]
戸

に
居
住
し
て
い
た
匂
そ
し
て
そ
こ
で
か
れ
は
し
だ
い
に
強
力
に
な
り
、
首
時
カ
ル
ム
ッ
ク
に
多
か
っ
た
小
首
長
ら
を
従
属
さ
せ
、

年
に
二
度
目
の
プ
ハ

l
ラ
回
日

E
E
攻
撃
で
の
幸
運
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ
た
。

一
六
三
四

ラ
イ
・
一
プ
マ
か
ら
フ
ン
タ
イ
ジ
の
r己ロ
g
E回
E
と
し
て
の
特
許
司
但
芯
己
と
エ
ル
デ
-
一
・
バ

l
ト
ル

一
六
三
五
年
の
父

(
u
r
R
R
r巳
宮
の
死
後
、
か
れ
は
ダ

開
丘
四
三
切

B
E吋
の
稿
蹴
を
得
た
。

と
の
ベ
、
そ
の
子
バ

l
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
切

S
E『
叶

g
r
E
八
切
ミ
白
昨
日

S
1
Z
(巴
園
爾
台
吉
)

ン
ガ
ル
部
の
覇
織
の
基
礎
が
お
か
れ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

に
至
っ
て

カ
ル
ム
ヴ
ク
に
お
け
る
ズ

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
カ
ラ
ク
ラ
が
貫
在
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
を
も
っ
事
者
が
あ
り
、
む
し
ろ
否
定
的
な
意
見
が
強

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
漢
文
に
通
じ
な
い
ハ
ワ

l
ス
出
・
国

o
d
q
2
5
の
誤
解
に
聾
す
る
意
見
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
か
つ
て
矢
野
仁
一

博
士
に
よ
っ
て
、
ま
た
近
年
護
雅
夫
捕
博
士
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
明
快
に
論
詰
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

- 2ー

さ
ら
に
ま
た
最
近
モ
ス
ク
ワ
か
ら
出
版
さ
れ
た
沼
田

4
5
~
E
口
。
ヱ
日
。

E
E
℃
吉
宗
?
玄

ozE旬
E
E
H
。吋

5
E
2
5

】

g吋

1
l
H
S
F

三

2
5
P
E
S
-
(略
稽
玄
ヱ
℃
玄
。
)
は
、
表
題
の
よ
う
に
、
一
六

O
七
年
か
ら
一
六
三
六
年
に
い
た
る
聞
の
ロ
シ
ア
と
モ
ン
ゴ
ル
の
交
渉
史

料
集
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
属
す
る
計
一
三
五
遁
に
の
ぼ
る
モ
ス
ク
ワ
中
央
政
府
と
地
方
軍
政
官

g
g
o
h白
の
往
復
文
書
、
あ
る
い
は
ロ
シ

カ
ル
ム
(
マ
)
ッ
ク
聞
の
往
復
文
書
等
の
“
記
録
文
書
"
(
〉
℃
同
盟
国
Z
E巾

h
。
ミ
玄
何
回
吋
巴
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
い

カ
ラ
ク
ラ
、
バ

l
ト
ゥ
ル
ら
の
活
動
を
俸
与
え
た
も
の
も
あ
り
、
雨
者
の
父
子

ア
と
モ
ン
ゴ
ル
、

ず
れ
も
賞
時
の
生
々
し
い
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ら
文
書
の
中
に
、

閥
係
の
事
買
は
ロ
シ
ア
文
書
に
よ
っ
て
も
も
は
や
動
か
し
が
た
い
。

郎
ち
一
六
三
五
年
三
月
三

O
日
附
の
カ
ラ
ク
ラ
の
宿
敵
ア
ル
ツ
ン
・
ヵ

l
ン
の
側
近
ダ
イ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
・
ラ
ン
ズ
泊
白
吉
三
岳
可

E
E包
Z
4

が
ロ
シ
ア
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
に
(
文
書
一
一
五
挽
。
以
下
ヨ
ヱ
℃
三
。
所
牧
の
文
書
は
軍
に

h
g
-
Z
0・
回
目
の
如
く
表
記
す
る
。
)
、

ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ

〉

~MPEES宇
(
宮
下
H

冨
0
・
包
ロ
)
は
、
黒
カ
ル
マ

ッ
ク

語

宝
Z
A
山
富
旬

5
5
と
七
年
間
戦
っ
た
。
わ
た
し
は



ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
カ
ラ
ク
ラ
穴
白
宮
司
習
の
子
コ
ン
タ
イ
シ
ャ

-ez昼
間
即
日
同
を
永
遠
に
和
睦
さ
せ
た
。

と
あ
り
、

日〈白

B
q包
が

の

E
E岳民
-
E
恰
爾
呼
刑
、
暗
刑
忽
刑
〈
O
同
B
A
d
-同
に
、

そ
の
子
穴
。
号
曲
昨
日
間
が
回

S
Z

円。
rggFrz

八
回
弓
田
宮
崎
門

H
E
m
s
-
]日
巴
圃
爾
浬
台
吉
で
あ
る
こ
と
は
何
ら
の
疑
い
も
な
い
。

本
稿
は
以
下
三
区
℃
玄
O
所
肢
の
ロ
シ
ア
文
書
を
主
材
料
に
し
て
、

カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
を
明
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、

カ
ラ
ク
ヲ
登
場
の
時
期
ま
で
に
、

カ
ル
ム
ッ
ク
が
北
西
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
お
い
て
い
か
な
る
政
治
情
勢
に
お
か
れ
て
い
た
か
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き

p

-

、。

争
h

ド、L
V

エ
セ
ン
が
殺
さ
れ
る
と
、
瓦
刺
(
衛
位
特
)
部
は
四
散
し
、

担
部
が
は
な
ば
な
し
い
復
興
を
と
げ
て
、
こ
の
混
凱
に
終
止
符
を
う
っ
た
。

一
四
五
四
年
(
景
泰
五
)
、

モ
ン
ゴ
リ
ア
は
混
乱
に
陥
っ
た
が

ま
も
な
く
韓

-3-

一
方
そ
の
後
の
瓦
刺
部
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
特
に
そ
の
住
牧
地
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
酷
に
つ
い
て
明
側
の
史
料
は
ほ
と
ん

ど
出
黙
を
守
っ
て
い
る
が
、
蒙
古
源
流
は
、

エ
セ
ン
・
カ
ガ
ン
の
死
を
聞
い
て

タ
イ
ス
ン
・
カ
ガ
ン
、
H
，

a山田
g
m
A白
百
ロ
(
岱
聴
汗
)
の
若
夫
人
サ
ム
ル
・
タ
イ
ゴ

ω自
己
円

S
1
3

(
薩
睦
爾
太
后
)
は
、
七
歳
に
な
る
そ
の
子
メ
ル
ギ
ュ
ル
キ
ス
宮
巾
品
目
町

E
目
(
萎
見
苦
見
吉
田
山
)
を
伶
い
、
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
て
フ
カ
ン
関
宮
自
己

v
g
g
(庫
歪
・
礼
巴
恰
)
に
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
ロ
α
岳

g
0
1
5仏
(
四
衛
刑
特
)
を
攻
め
、
大
い
に
伊
獲
を
得
て
婦
っ
た
。

と
の
ベ
、
エ
セ
ン
の
死
後
、
た
だ
ち
に
轄
担
部
は
瓦
刺
部
を
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
ヤ
ブ
カ
ン
地
方
に
攻
め
、
大
勝
を
収
め
た
こ
と
を
侍
え
て
い
る
。

ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
で
フ
カ
ン
と
は
、
和
田
清
博
士
の
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
今
の
烏
里
雅
蘇
肇
(
ロ
ロ
司
自
己
回
目
)
の
西
、
西
北
蒙
古
の
阿
雅
爾

-
札
布
汗
(
』
白

F
Zロ
)
南
河
の
流
域
地
方
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

諾
爾
(
〉
可

R

Z掲
げ
日
)
に
注
ぐ
坤
桂
(
関
口
口
自
由
む

417 

さ
ら
に
時
代
を
降
っ
て
、

一
六
世
紀
中
葉
、
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
ト
ゥ
メ
ト
叶
民
自
色
(
土
歎
特
)
部
長
ア
ル
タ
ン
汗
の
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
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ラ
ッ
ト
遠
征
に
つ
い
て
、

十家
古
源
流
に
、

ア
ル
タ
ン
・
カ
ガ
ン

〉

-gロ
ρ
ミ
田
口
(
阿
勤
坦
汗
)
は
、
御
蔵
四
七
、
壬
子
の
年
(
一
五
五
二
、
嘉
靖
三
一
)
、
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
γ

ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
で
フ
カ
ン
に
て
ナ
イ
マ
ン
・
ミ
ン
ガ
ン
・
コ
イ
ヅ
ト

Z
包
B
g
g
E
m
Eロ
ρoヨ
仏
ハ
奈
回
受
明
安
輝
特
)
の
長

ト
に
「
灯
丘
(
し
、

マ
ニ
・
ミ
ン
ガ
ト
ゥ
冨
S
F
B
E
m
E
Z
(璃
尼
明
喝
圃
)
を
殺
し
、
妻
ジ
ゲ
ケ
ン
・
ア
ガ
出
官
庁
日
ロ
ミ
ム
、
二
子
ト
コ
イ
叶
oρoペ

ゲ
グ
ュ
テ
ル
四
百
品
丘
四
円
を
は
じ
め
、
全
人
衆
を
屈
服
さ
せ
、

降
し
た
。

ビ
ニエ

か
く
し
て
コ
ニ
ン

O
o
Eロ
m
を
占
領
し
、

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
を

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
依
然
と
し
て
そ
の
根
操
地
を
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
ヤ
ブ
カ
ン
地
方
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ン
は
和
田
博
土
に
よ
れ
ば
、
和
等
、
即
ち
略
則
和
林
で
あ
る
。
略
則
和
林
が
ア
ル
タ
ン
汗
に
占
領
さ
れ
た
こ
と
は
、
永
幾
年
間
に
外
蒙
古
が
瓦

刺
に
占
領
さ
れ
て
後
、
こ
こ
に
到

っ
て
韓
組
部
の
外
蒙
古
経
略
が
成
功
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
九
。

と
あ
り
、

::z 

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
に
進
軍
し
、

、
円
。
コ
ミ

E
V吋
oコ
ロ
仏
(
土
爾
庖
特
)
を
破

っ
た
と
い
乱
。

は
壬
成
の
年
(
一
五
六

つ
い
で
ア
ル
タ

γ汗
の
曾
孫
ク
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
・
セ
チ
ェ
ン
・
コ
ン
タ
イ
ジ

O
Eミ
E
B
N
g
ρ
g
m
S
1
t
(庫
園
克
圃
徹
辰
鴻
台
土
口
〉

エ
ル
チ
ス
阿
片
山
広
(
額
爾
済
斯
)
河
に
ト
ル
グ
l
ト

嘉
靖
四
一
)
、

-4-

エ
ル
チ
ス
河
は
も
ち
ろ
ん
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ

F
A
℃
吋
巴
巨
河
に
外
な
ら
な
い
。

つ
い
で
亦
甲
成
の
年
(
一
五
七
回
、
高
暦
二
)
、

ア
ル
タ
ン
汗
の
一
族
プ
ヤ
ン
・
バ
ガ
ト
ゥ
ル
・
コ
ン
タ
イ
ジ

回口
U
1

同
ロ
ゲ
同
「
由
同
己
円

ρo口問

g
-
b
(布
延
巴
固
雨
洪
ム
旦
口
)
兄
弟
は
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
攻
め
、

カ
ル
ガ
イ

O
白
コ
回
目
(
暗
爾
該
)
の
南
に
て
、
エ
セ
ル
ベ
イ
・

キ
ャ
同
白
色
σ刊
日
目
弘
司
自
由
(
額
色
勤
貝
侍
衛
〉

特
)
を
降
し
、
別
寧
は
さ
ら
に
ジ
ャ
ラ
マ
ン
・
カ
ン

F
E
E
S
ρ
自
(
演
技
璃
汗
)
山
陰
に
て
バ
ガ
ト
ゥ
ト
切
ミ
伊
丹
昆
ハ
巴
圃
特
)
を
討
ち
、

さ
ら
に
迫
跡
三
月
に
し
て
、
ト
ゥ
パ
カ
ン
・
カ
ン
叶
己
E
ρ
g
ρ
自
(
圃
巴
宰
汗
)
山
陽
に
チ
ョ
ロ
ス
作
0
3印
(
紳
羅
斯
)
を
は
じ
め
、
ド
ゥ

帥

ル
ベ

l
ト
・
オ
ト
ク
り
ん
い
与

E
2
0「
を
討
っ
て
踊
っ
た
こ
と
が
停
え
ら
れ
て
い
る
。

を
は
じ
め
と
す
る
ナ
イ
マ
ン
・
ミ
ン
ガ
ン
・
コ
イ
ヅ
ト

Z
同
日
目
白
ロ
ヨ
山
口
空
白
ロ

ρ
0
1
L
ハ
八
千
輝

和
田
樽
土
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

カ
ル
ガ
イ
山
は
杭
愛
山
に
、

ト
ゥ
パ
カ
ン
、
ヵ
ン
山
は
唐
努
・
土
播
の
土
播
汗
山
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

ジ



ャ
ラ
マ
ン
・
カ
ン
山
の
位
置
は
不
明
だ
が
、
或
は
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
ャ
。
フ
カ
ン
地
方
に
あ
っ
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。
和
田
博
士
は
右
の
記
事

に
み
え
る
ナ
イ
マ
ン
-
ミ
ン
ガ
ン
・
コ
イ
ヅ
ト
〈
奈
量
明
安
輝
特
リ
八
千
輝
一
特
)
を
輝
特
の
一
部
分
の
よ
う
に
み
て
お
ら
れ
る
ら

シ
ラ
・
ト

ゥ

I
ジ

ω町
同
神
ロ
コ
H

世

に

コ
イ
ッ
ト

0
0
1仏
の
系
譜
を
の
ベ
た
傑
が
あ
り
、

そ
こ
に
、

ス
タ
イ
・
ミ
ン
ガ
ト
ゥ

ω己
巴

B
Z
m
E
Z。
そ
の
子
エ
セ
ル
ベ
イ
・
キ
ャ
開
8
5
2
r
q
s曲。

と
あ
り
、

」
の
系
譜
は

父
子
と
全
く

ナ
イ
マ
ン
・
ミ
ン
ガ
ン
・
コ
イ
ッ
ト
(
八
千
輝
特
〉
は
コ
イ
ッ
ト
(
輝
特
)
そ
の
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

蒙
古
源
流
の
俸
え
る

ω己
陶
即
日
E
m
E
Z
(索
岱
明
安
圃
)

-
何

S
F
S
E
U
?白
(
額
色
勅
貝
侍
衡
)

一
致
す
る
か
ら
、

以
上
の
如
く
、

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
エ
セ
ン
の
死
後
、

一
貫
し
て
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
ヤ
ブ
カ
ン
地
方
に
住
牧
し
、
明
末
ア
ル
タ
リ
J

汗

と
そ
の
一
族
の
攻
撃
を
蒙

っ
た
頃
に
は
、

そ
の
住
牧
地
は
ク
ン
ゲ
イ
・
ジ
て
フ
カ
ン
地
方
を
中
心
に
、
東
は
杭
愛
山
陽
に
、
西
は
イ
ル
テ
ィ
シ

ユ
水
源
地
方
に
、
北
は
唐
努
・
土
播
地
方
に
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
が
ア
ル
タ
ン
汗
の
攻
撃
に
よ
っ
て
外
蒙
古
を
失
っ
た
結
果
、

を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
事
情
を
停
え
る
の
が
衣
の
パ
ル
ラ
ス
の
記
事
で
あ
る
。

必
然
的
に
こ
の
地
域
に
お
け
る
外
蒙
古
族
の
勃
興

-5-

ハ
ラ
フ
ラ
の
幼
年
時
代
、

ま
た
従
っ
て
大
龍
一
七
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
、
同
盟
せ
る
オ
イ
ラ
ッ
ト
諸
族

l
そ
れ
ら
の
世
襲
的
諸
首
長
は
全

て
未
だ
年
少
で
、

モ
ン
ゴ
ル
人
は
つ
ね
に
か
れ
ら
の
上
に
自
己
の
支
配
権
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
い
た

l
は
モ
ン
ゴ
ル
の

回、白山口}同叩一円

。

r
g
(カ
ル
ム
ッ
ク
人
は
か
く
呼
ぶ
)
と
の
数
度
の
戟
い
に
於
て
幸
運
に
恵
ま
れ
ず
、

伺

に
従
属
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

つ
い
に
そ
の
支
配
機
を
承
認
し

多
少
と
も
そ
れ

文
中
の
モ
ン
ゴ
ル
の
戸
白
山
口
}
百
円
。
r白
ロ
と
カ
ル
ム

ッ
ク
と
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、

カ
ル
ム

ッ
ク
俸
承
の
つ
ウ
パ
シ
・
コ
ン
タ
イ
ジ
停
宮
O
ロ
ml

司、。ロ日ロロゲ曲目払

ρ
。ロ

H
S刊
日
]
片
山
ロ
ゴ
ミ
ロ
出
」
に
、

419 

侯
遠
白

3
5
5
u『
包
南
者
は
、

モ
ン
ゴ
ル
の
サ
イ
ン
・
ラ
イ
カ
ル
・
カ
l
ン
冨
O
口問司、

o
Eロ
8
1ロ
E1ρ
男

ρ削
ロ
と
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
ロ
O
H
σ
α

ロ

0
1
2仏
の
良

エ
1
メ
リ
ン
・
ア
ダ
ク
・
シ
ャ
ラ
・
コ
ル
ス
ン
開

go--Z
包
ミ

r
z
ρ
o
-白
ロ
ロ
で
戟
い
、
和
卒
し
削
。
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と
あ
っ
て
、
パ
ル
ラ
ス
の
記
事
を
裏
づ
け
て
い
る
。

ω
S
J
E
u
-
s良
心
附
ロ
は
、

シ
ラ
・
ト
ゥ

l
ジ
に
よ
れ
ば
、

制

ラ
イ
コ
ル
・
カ
ガ
ン
ピ
ミ
五
日

ρ
白
百
ロ
は
壬
氏

5
己
ロ
ロ
。
A
巳
の
年
に
生
れ
た
。

白祖

壬
戊
の
年
は

一
五
六
二
年
(
嘉
靖
四
一
)
と
み
ら
れ
る
。
ラ
イ
コ
ル
・
カ
ガ
ン
は
欽
定
外
務
蒙
古
田
部
王
公
表
縛
〈
園
朝
香
獣
類
徴

と
あ
り
、

初
編
省
首
所
牧
)
品
位
六
一
停
四
五
曙
爾
略
礼
薩
克
閏
汗
部
総
俸
に
み
え
る
賓
瑚
爾
汗
で
あ
り
、
表
侍
同
慨
に
よ
れ
ば
、

初
賓
湖
南
馬
略
爾
略
右
翼
長
。
所
部
以
汗
稿
。
倖
子
素
巴
第
。
始
親
孔
薩
克
圃
汗
。

と
あ
り
、
略
雨
曙
右
翼
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。
犠
爾
略
右
翼
の
牧
地
は
、
な
お
表
停
同
保
に
、

元
太
租
十
六
世
孫
格
時
森
礼
礼
変
爾
濠
台
士
口
有
子
七
。
分
掌
略
爾
略
左
右
翼
。
左
翼
徒
牧
闘
技
河
界
。
右
翼
伺
留
居
杭
愛
山
ゎ

と
あ
り
、
杭
愛
山
に
あ
っ
た
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
ア
ル
タ
ン
汗
の
時
代
に
有
し
て
い
た
杭
愛
山
陽
の
地
を
賛

瑚
爾
汗
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
瑚
爾
汗
と
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ヴ
ト
の
和
卒
の
時
期
に
つ
い
て
、

ウ
パ
シ
・

- 6ー

コ
ン
タ
イ
ジ
停
に
は
明
か
で
な
い
が
、
バ
ル
ラ
ス
に
よ
れ
ば
数
度
の
戦
い
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
う
。
南
者
の
戟
い
に
つ
ぐ
和
卒
の
時
期
は
、

資
瑚
雨
汗
の
生
年
、
内
モ
ン
ゴ
ル
族
の
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
攻
撃
の
時
期
な
ど
か
ら
考
え
て
、

や
は
り
パ
ル
ラ
ス
の
い
う
よ
う
に
、

七
世
紀
初
頭
と
み
て
お
く
の
が
安
嘗
と
考
え
ら
れ
る
。
和
卒
の
結
果
、

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ヴ
ト
が
礼
薩
克
闘
汗
部
に
服
従
・
貢
納
義
務
を

負
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
敗
北
の
結
果
、

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
グ
ン
ゲ
イ
・
ジ
ヤ
ブ
カ
ン
地
方
を
捨
て
、

遠
く
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
上
流
域
へ
と
移
牧
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
移
牧
の
原
因
は
、
右
の
如
き
数
度
の
戟
い
の
敗
北
の
結
果
惹
起
さ
れ
た
こ
と
は
疑
な
い
が
、
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ヅ
ト
を

さ
ら
に
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
下
流
へ
と
追
い
や
っ
た
の
は
、
宗
主
礼
薩
克
園
汗
に
名
目
上
従
う
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン

の
座
迫
で
あ
っ
た
。
以
下
の
ベ
る
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
は
買
に
こ
の
ア
ル
ツ
ン
・
カ

I
ン
の
塵
迫
か
ら
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
解
放
す
る

事
業
に
費
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



カ
ラ
ク
ラ
が
ロ
シ
ア
文
書
に
は
じ
め
て
蚕
を
み
せ
る
の
は

一
六
一
九
年
(
高
暦
四
七
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
今
世
紀
に
入

っ
て

ロ
シ
ア
政

同

府
は
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
て
、
遠
く
中
園
に
達
す
る
遁
商
路
開
拓
の
必
要
を
感
じ
は
じ
め
て
い
た
。
再
度
の
探
査
の
失
敗
を
繰
返
し
た
後
、
一

六
一
八
年
五
月
に
ト
ム
ス
ク
叶

0
5択
を
出
量
し
た
イ
ワ
ン
・
ペ
ト
リ
ン
ヱ
富
国
口

2
旬
喜
一
行
が
北
京
に
到
達
し
た
一
七
世
紀
最
初
の
ロ
シ

ア
使
節
と
な
っ
た
。

使
節
行
の
結
果
は
、

ベ
ト

H
ン
一
行
が
北
京
よ
り
の
輔
途
、
翌
一
九
年
、
首
時
ウ
プ
サ
・
ノ

l
ル
吉
岡

S
3
8
0
八

d
g同
E
E
H
に
本
替
を
お
い
て

中
国
に
達
す
る
に
は
意
外
に
困
難
の
伴
う
こ
と
が
判
明
し
た
だ
け
だ
っ
た
ハ

2
・
H
3
F
Z
0・
ω
h・

ω♂

ω
∞u
ω
@
)
。

い
た
ア
ル
ツ
ン
・
ヵ

l
ン
の
も
と
に
立
寄
っ
た
さ
い
、

カ
l
ン
は
一
行
と
と
も
に
自
ら
の
使
者
タ
ル
カ
ン
・
ラ
バ
叶
宅
話
回
a
b急
白
八
口
同
ρ
g

v
u
g同
を
ロ
シ
ア
に
涯
遣
し
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
信
書
を
ツ
ア
ー
に
宛
て
て
い
る
。

わ
た
し

(
Hア
ル
ツ
ン
・
カ
I
ン
〉
の
願
い
は
、
わ
れ
ら
と
汝
ら
の
聞
に
使
節
が
往
来
し
、
わ
が
商
人
は
汝
の
固
に
、
汝
ら
の
商
人
は
わ
が

方

へ
と
通
路
が
聞
け
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
わ
れ
ら
の
聞
の
こ
の
友
好
関
係
を
カ
ル
ム
ッ
ク
の
カ
ラ
ク
ラ
・
タ
イ
シ
ャ
民
阻
む
U
P
E
E
S一

穴曲一宮沢同
I

同
阻
み
島
巨
曲

、が
妨
げ
て
い
る
。
し
か
し
か
れ
ら
カ
ル
ム
ッ
ク
は
多
勢
で
は
な
い
。
も
し
大
帝
が
ト
ム
ス
ク
、
ト
ポ
リ
ス
ク
叶
。
号
事
一
日
、

-7-

タ
ラ
叶
曲
宮
の
全
兵
士
に
わ
が
兵
と
共
に
、
こ
れ
ら
悪
人
共

g下
目
、
即
ち
カ
ラ
ク
ラ
・
タ
イ
シ
ャ
と
そ
の
民
を
攻
撃
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ

る
な
ら
、
汝
の
兵
は
汝
の
側
か
ら
、
わ
た
し
は
わ
が
側
か
ら
か
れ
に
兵
を
出
し
、
わ
れ
ら
の
聞
に
悪
人
共
が
い
な
く
な
り
、
通
路
が
妨
げ
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

(
h
O
穴・

Z
0・
ωω
)。

同

こ
こ
に
初
め
て
カ
ラ
ク
ラ
・
タ
イ
シ
ヤ
穴
岳
民
三
阻
み
陶
酔
日
師

、が
ア
ル
ツ
ン
〉
泊
目
白
八
Z
H
r・
〉
-
昨
日
目
金
・
ヵ

l
ン
の
敵
と
し
て
歴
史
に
登
場

仰

す
る
。
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
人
の
研
究
が
あ
り
、
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず
る
が
、
こ
の
と
き
の
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
は

初
代
の
シ
ョ

l
ロ
イ
・
ウ
バ
シ
・
コ
ン
タ
イ
ジ

ωo-♀
忌
同
曲
目

ρ
g
m
z
u
L
U
(碩
盈
烏
巴
什
湾
台
士
口
)

制

の
生
れ
で
あ
る
。

で
あ
り
、

シ
一
フ
・
ト
ゥ

l
ジ

ω日
吋
但

421 

E
コ
も
に
よ
れ
ば

丁
卯

E
-
S己
曲
目
の
年
(
一
五
六
七
、
'
隆
慶
一
〉

欽
定
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
車
位
六
三
停
四
七
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礼
薩
克
多
羅
貝
勅
根
敦
列
俸
に
よ
れ
ば
、
碩
盈
は
和
托
輝
特
部
長
で
あ

っ
た
こ
と
が
み
え
、
同
部
に
つ
い
て
、
表
停
同
様
に
、

蓋
和
托
輝
特
矯
略
爾
略
極
透
。
西
近
厄
魯
特
。
北
近
俄
羅
斯
。
俗
喜
開
。
烏
梁
海
復
錯
魔
其
問
。
捕
招
射
調
。
依
木
而
居
。
納
賦
和
礼
輝
特
。

有
事
則
籍
之
矯
兵
。
故
和
託
輝
特
。
難
隷
礼
薩
克
圏
、
汗
。
貰
自
矯
一
部
。

と
み
え
、

和
托
輝
特
は
略
繭
略
の
極
遺
に
位
置
し
、
事
貰
上
濁
立
を
な
す
勢
力
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
和
托
輝
特
の
名
は、

ロ
シ
ア
文

書
に
は
全
く
み
ら
れ
ず

ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
領
地
は

三
O
号
o
b
F
2
5
ω
2
b
F
玄
)
弓
g
v
n
R
同国

ω巾玄白
P
P
A
V
弓
O旬
r
n
R
O
ゆ
『
O
円u
員
同
℃
円
吋
回
0
・
三
百
「
E
F
玄
O
E
「O
包泊・

な
ど
の
字
面
で
一
不
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も

B
0・
冨
O

ロ型
o
-
か
ら
、仮
生
し

局
窓
白
出
(
地
)
、
「
o
n
H
h
弓
2
8
(園
)
の
字
を
別
に
す
れ
ば
、

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
カ
l
ン
の
本
管
が
、
格
爾
略
の
極
遺
と
も
い
う
べ
き
ウ
プ
サ
・
ノ
l
ル
に
あ

っ
た
こ
と
は
、

同

カ
l
ン
に
曾
見
し
た
ロ
シ
ア
使
節
イ
ワ
ン
・
ベ
ト
ロ
フ
甲
山
富
田
コ
2
h
v
O
回
の
詳
細
な
報
告
に
よ
っ
て
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
烏
梁

一
六

六
年
、

海
の
和
托
輝
特
に
納
賦
云
々
の
表
俸
の
記
事
は
、

一
六
三
四
年
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
本
告
を
訪
ね
た
ロ
シ
ア
使
節
ヤ
コ
ブ
・
ト
ゥ
ハ
チ
エ

- 8ー

ア
ス
キ
ー
凶

5
回
同
，
ヨ
E
g
n
R
M南
町
の
報
告
に
、

ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
ウ
ル
ン
カ
ン
の
地

v
d
H
E
E国
ω
ゆ
き
ヨ
と
は
仲
が
睦
じ
い
回

g回
2mw。
ハh
O貝

-
Z
0・
E
)

と
み
え
る
い
す
苫

E
Z
は
烏
梁
海
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
信
題
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

次
に
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
す
で
に
引
用
し
た
バ
ル
ラ
ス
の
い
う
「
ハ
ラ
フ
ラ
の
子
パ

l
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
は
、
す
で
に

一
六
一
六
年
に
父
か
ら
分
れ
て
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
に
居
住
し
て
い
た
。
」

と
い
う
記
事
に
つ
い
て
で
あ
る

」
の
記
事
は

お
そ
ら
く
パ
ル

ラ
ス
が

一
六
一
六
年
に

バ
l
ト
ゥ
ル
の
本
営
に
抵
達
さ
れ
た
ロ
シ
ア
使
節
ト
ミ
ロ
・
ぺ
ト
ロ
フ
吋

0
5
g
o
コ
2
吉
田
と
イ
ワ
ン
・
ク
ニ
チ
ン

甲
山
田
同
国
穴
同
国
国
民
立
国
の
報
告
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

わ
た
し
も
こ
の
報
告
に
基
づ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
パ

l
ト
ゥ
ル
の
置
か
れ
た

政
治
的
立
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ベ
ト
ロ
フ
ら
は
一
六
一
六
年
晩
春
、

ト
ボ
リ
ス
ク
よ
り
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
を
測
っ
て
行
く
こ
と
二
月
で
、
大
タ
イ
シ
ャ
、

ボ
ガ
テ
ィ
リ
・
タ



ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
。
。
h
r
E
O出
足
跡
目
白
切
O
E吋
r
G
r
↓
宮
島
'
国
吉
岡
同
の
本
営
に
到
着
し
た
(
岩
国
内
-
Z
0・
5
)。

ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
大
タ
イ
シ
ャ
は
、
西
域
圃
志
単
位
二
九
官
制
て
附
準
喝
南
部
警
官
制
に
、

準
喝
爾
全
境
。
分
四
街
並
特
。
各
有
首
領
以
雄
接
之
。
合
守
其
名
日
大
台
吉

c

猶
前
代
語
蕃
部
主
之
競
也
。

」
の
ボ
ガ
テ
ィ
リ
が
バ

l

と
あ
る
大
台
吉
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
バ

l
ト
ゥ
ル
が
一
六
一
六
年
に
す
で
に
父
か
ら
濁
立
し
て
い
た
こ
と
は
こ
の
名
穂
を
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
さ
あ
に
ベ
ト
ロ
フ
ら
に
よ
れ
ば

全
カ
ル
マ
ッ
ク
の
筆
頭
の
民
間
同
自
由
旬

E
Z詠
タ
イ
シ
ャ
は
こ
の
バ

(
Hボ
)
ガ
テ
ィ
リ
・
タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
で
あ
る
。
(
泊
。
宍
・

2
0・
5
)
)

と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
そ
こ
ま
で
み
て
い
い
か
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
バ

l
ト
ゥ
ル
の
父
カ
ラ
ク
ラ
が
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、

西
北
卒
、
ン
ゴ
リ
ア
に
雄
視
す
る
ア
ル
ツ
ン
・
ヵ

l
ン
を
脅
か
す
に
足
る
勢
力
を
持

っ
て
い
る
事
賓
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
父
カ
ラ
ク
ラ
の
こ
の

よ
う
な
買
力
を
お
い
て
、
そ
の
子
バ

I
ト
ゥ
ル
が
カ
ル
ム
ッ
ク
第
一
の
買
力
者
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ベ
ト
ロ
フ
ら
の
報
告
に

よ
っ
て
は
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
の
本
管
の
位
置
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
れ
が
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
東
岸
、
い
ま
の
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
に
近
い

一
七
世
紀
を
遁
じ
て
盟
の
産
出
地
と
し
て
名
高
い
ヤ
ム
シ
湖

E
E
H
3
4
0
周
遊
に
あ

っ
た
こ
と
は

ロ
シ
ア
文
書
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
加
。

パ
I
ト
ゥ
ル
は
地
理
的
位
置
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
嘗
時
の
ロ
シ
ア
人
に
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
西
北
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
情
勢
に
暗
い

-9-

ベ
ト
ロ
フ
ら
、

い
や
そ
れ
が
首
時
の
ロ
シ
ア
人
の
知
識
の
全
て
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が

に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
停
え
ら
れ
た
の
も
無
理
は
な

し、

ハ
ー
ト
ゥ
ル
の
本
営
で
の
ベ
ト
ロ
フ
ら
の
見
聞
に
よ
れ
ば

い
ま
カ
ザ
ッ
ク
大
オ
ル
グ
穴

B
2
5
切。
~
H
V
自
白
泊
。
h
v
h
H

同
と
キ
ル
ギ
ズ
・
オ
ル
ダ
吾
曲
目
当

5
2
g
。日
v
h

同
は
カ
ル
マ
ッ
ク
に
臣
従
し
、

カ
ノレ

マ
ッ
ク
は
こ
の
雨
オ
ル
ダ
よ
り
も
強
力
で
あ
る
。

(
h
o只

-
Z
0・
E
)

と
し
い

ま
た

423 

カ
ル
マ
ッ
ク
人
は
ナ
ガ
イ
ヱ
同

E
詩
人
を
毎
年
殺
し
て
い
る
。

c
v
E
)



か
し
、
こ
れ
も
文
字
通
り
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

キ
ル
ギ
ズ
(
乞
見
士
ロ
思
)
を
服
従
さ
せ
、
ま
た
ナ
ガ
イ
を
毎
年
攻
め
て
い
た
と
い
う
。
し

ま
ず
キ
ル
ギ
ズ
は
昔
時
ア
バ
カ
ン
〉

E
E
Z
河
流
域
に
住
牧
し
、
東
は
ア
ル
ツ
ン
・
カ

1
ン

424 

と
あ
り
、
パ

l
ト
ゥ
ル
は
カ
ザ
ッ
ク
(
恰
薩
克
)
、

に
よ
り
、
西
は
カ
ル
ム
ッ
ク
に
よ
っ
て
挟
ま
れ
、
南
者
の
侵
蝕
す
る
が
ま
ま
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ゥ
ル
が
服
従
さ
せ
た

キ
ル
ギ
ズ
は
そ
の
中
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
の
ア
ル
ツ
シ
・
カ

l
ン
の
使
者
タ
ル
カ
ン
・
ラ
バ
に
託
さ
れ
た
ツ

7
1
の
返

警
に
お
い
て
、

カ
l
ン
が
キ
ル
ギ
ズ
か
ら
ヤ
サ
ク
国
内
由
民
(
毛
皮
税
〉
を
徴
牧
し
て
い
る
こ
と
に
封
す
る
ツ
ア

l
の
非
難
の
こ
と
ば
か
ら
推
察

さ
れ
る
(
L
H
O

民
-
Z
0・
B
)。
カ
ザ
ッ
ク
と
ナ
ガ
イ
が
カ
ル
ム
ッ
ク
の
敵
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
一
六

O
六
年
に
、

カ
ル
ム
ヅ
グ
使
節
が
タ

ラ
に
来
て
、

ツ
ア

ー
に
こ
の
雨
敵
か
ら
の
守
護
を
歎
願
し
て
い
る
事
，
貰
か
ら
も
伺
え
る

(
h
O
択・

Z
0・
8
0
カ
ザ
ッ
ク
に
封
し
て
は

な
お
翌

七
年
、

カ
ル
ム
ッ
ク
使
節
が
タ
ラ
に
来
て
、
再
度
カ
ザ
ッ
ク
か
ら
の
守
護
を
ツ
ア

l
に
歎
願
し
、
加
え
て
、

は
じ
め
て
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の

名
を
あ
げ
、

そ
の
攻
撃
か
ら
の
守
護
を
求
め
て
い
る
宣
言
・

Z
0・
3
0

ト
ム
ス
ク
に
来
蹄
し
た
テ
レ
ウ
l
ト
部
長

カ
ル
ム
ッ
ク
は
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
及
び
カ
ザ
ッ
ク
と
戟
っ
て
敗
走
し
た
こ
と

ま
た
九
年
三
月
三
一
目
、

が
伴
え
ら
れ
て
い
る

(
h
O
町内・

Z
0・
3
。

さ
ら
に
ま
た
九
年
七
月
二

O
目、

カ
ル
ム
ッ
ク
よ
り
蹄
還
し
た
ロ
シ
ア
使
節
パ
ス
ペ
ル
コ
・
ゴ
ル

-10-

ア
パ
ク
公
〉
向
日
程

'
E
B
V
の
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
、

ー
ビ
ン
ロ
onロ
gM向
。
「
O
旬
旬
。
出
国
に
謝
し
て
、

カ
ル
ム
ッ
ク
が
三
度
ア
ル
ツ
シ
・
カ
l
ン
と
カ
ザ
ッ
ク
に
封
す
る
ツ
ア
l
の
援
助
を
歎
願
し

て
い
る

(
h
O
民
-
Z
0・
H
O
)

こ
と
に
よ
っ
て

一
六
一
六
年
ま
で
に
バ

l
ト
ゥ
ル
ら
カ
ル
ム

ッ
ク
は
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
及
び
カ
ザ
ッ
ク
に
封

し
て
激
し
い
戟
闘
を
繰
返
し
、

ひ
と
ま
ず
カ
ザ
ッ
ク
に
封
し
て
は
小
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
ア
ル
ツ
ン
・
カ

に
お
い
て
、

ー
ン
に
封
し
て
は
失
敗
だ

「
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
ベ
ト

ロ
フ
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ロ
フ
ら
は
、
バ

l
ト
ゥ
ル
の
本
営

ア
ル
ツ
ン
・
カ

I
ン
の
臣
下
と
中
園
人
達
限
雪
印
邸
内
民
国
ゆ
き
匡
に
舎
い
、
か
れ
ら
は
ヤ
サ
ク
を
と
り
に
や
っ
て
来
た
と
停
え
て

い
る
か
ら
で
あ
る

(
h
O
宍・

2
0・
H
S。
も
っ
と
も
中
園
人
に
つ
い
て
は
、

ベ
ト
ロ
フ
ら
が
中
園
人
に
直
接
尋
ね
た
所
に
よ
れ
ば
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ

I
ン
と
中
園
は
宗
教
と
讃
書
き
と
言
語
は
同

一
で
あ
る

(
F
E
)。

と
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
の
中
国
人
と
は

い
わ
ゆ
る
中
国
人
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
宗
主
、
礼
薩
克
圃



同

汗
部
の
人
聞
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
パ
l
ト
ゥ
ル
、
が
一
六
一
六
年
に
父
か
ら
濁
立
し
て
い
た
こ
と
は
事
買
で
あ
る
が
、

薩
克
圏
、汗
に
謝
し
て
は
服
従
・
貢
納
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
父
カ
ラ
ク
ラ
も
同
様
の
運
命
を
克
れ
得
た
と
は

思
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
後
間
も
な
〈
一
六
一
九
年
に
カ
ラ
ク
ラ
が
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
を
脅
か
す
勢
力
に
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
の
ベ
た
遇
り

ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
と
そ
の
宗
主
礼

な
の
で
、
こ
の
わ
ず
か
の
聞
に
少
く
と
も
カ
ラ
ク
ラ
は
自
ら
を
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
姪
桔
か
ら
解
放
す
る
だ
け
の
働
き
を
し
た
も
の
と
考
え

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
解
放
が
束
の
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
次
に
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
一
六
一
九
年
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
源
遺
し
た
タ
ル
カ
ン
・
ラ
バ
は
イ
ワ
ン
・
ベ
ト
リ
ン
に
伴
わ
れ
て
同
年
五
月
一
六
日
、

ト
ム
ス

-11一

ク
に
到
着
し
戸
O
民・

Z
0・
ω斗〉、

さ
ら
に
一
ブ
バ
は
翌
二

O
年
一
月
一

O
目、

ョ
l
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
三
国
阿
国
民
旬
。
岳
戸
O℃
O

E
一
ぷ
の
接
見
を
得
て
、

モ
ス
ク
ワ
に
来
り
、
同
月
二
九
日
、

ツ
ァ

l

、
ハ
イ
ル
・
フ

使
節
行
の
目
的
を
の
べ
て
い
る

(
N
H
O
甲子

Z
0・
色
)
。

一
方
、
事
態
の
緊
迫
化

を
覚
っ
た
カ
ラ
ク
ラ
も
た
だ
ち
に
モ
ス
ク
ワ
に
使
者
を
源
遣
し
、

一
族
と
全
ウ
ル
ス

u
と
同
吉
宮
八
百
0
・
ロ

HE
を
あ
げ
て
、

同

と
歎
願
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
、
カ
ル
ム
ッ
ク
南
使
節
の
請
願
を
受
け
た
ツ
ア
ー
は
慮
置
に
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

モ
ジ
ゴ
リ
ア
問
題
不
干
渉
の
立
場
を
守
る
こ
と
に
し
た
。
首
時
の
ロ
シ
ア
政
府
と
し
て
は
封
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
の
方
が
は
る

子
弟
、

大
帝
の
御
手
の
下
に
入
ら
せ
賜
わ
ん
こ
と
を
。

結
局
ツ
ア
ー
は
、

か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
中
園
へ
の
遁
商
路
開
拓
の
課
題
は
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
が
、
意
外
に
中
園
へ
の
遭
は
遠
く
て
、

且
困
難
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
理
解
ず
み
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
西
北
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
統
一
政
権
が
生
れ
る
ま
で
事
買
上
不
可
能
に
等
し
い

こ
と
も
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
六
二

O
年
、
踊
還
す
る
タ
ル
カ
ン
・
ラ
バ
に
同
行
し
た
ロ
シ
ア
使
節
に
持
た
せ
た
ツ
ア
l
の
返

同

カ
l
y
が
キ
ル
ギ
ズ
か
ら
ヤ
サ
ク
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
非
難
し
、
も
し
カ
l
ン
が
「
大
帝
の
御
手
の
下
に
入
る

aE-出
口

o
h

425 

書
は
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E
胃
5
3
田

2
2
2吋
回
同
国

r
H
8
5
5
ミ
5
5」
場
合
に
の
み
共
同
し
て
カ

l
ン
の
敵
に
嘗
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
カ
ラ
ク
ラ
の
場
合
も
同
様
で
、
カ
ラ
ク
ラ
が
「
大
帝
の
御
手
の
下
に
入
る
」
場
合
に
の
み
請
願
は
聴
許
さ
れ
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
に

到

す
ぎ
な
い
ρ

ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
使
者
タ
ル
カ
ン
・
ラ
パ
が
モ
ス
ク
ワ
を
去
る
と
ま
も
な
く
、

モ
ス
ク
ワ
政
府
は
ト
ボ
リ
ス
ク
軍
政
官
に
訓

令
を
宛
て
、

ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
中
園
穴
甲
南
島

2
2
3
4
h告
の
言
。
と
ム
ガ
ー
ル
園

3
1
2
V
2
2
3
4
h白℃
2
回O
(

H

ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン

領
)
は
遠
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
固
か
ら
わ
が
園
に
商
人
を
通
わ
せ
る
に
は
遠
い
。

同

あ
る
回
O
町民向民間作。

そ
れ
に
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
の
遊
牧
民
は
好
戟
的
で

こ
と
を
理
由
に
、

ロ
シ
ア
と
モ
ン
ゴ
ル
、

さ
ら
に
は
中
国
と
の
一
切
の
交
渉
を
断
紹
す
る
こ
と
を
巌
命
し
て
い
る
。
カ
ル
ム
ッ
ク
に
封
し
で
も

ロ
シ
ア
政
府
は
一
六
二
三
年
一

O
月
三

O
日
附
の
ト
ボ
リ
ス
ク
軍
政
官
宛
の
訓
令
に
お
い
て
、

カ
ル
マ
ッ
ク
は
人
多
く
、
好
戟
的
で
あ
る
。

か
れ
ら
を
モ
ス
ク
ワ
へ
遁
し
で
は
な
ら
な
い
。
(
h
O貝

-
Z
0・
8
)

-12 

事
情
は
同
様
で
あ
る
。

と
命
じ
、
従
来
の
モ
ン
ゴ
ル
、
中
園
(
礼
薩
克
園
汗
部
〉
に
加
え
て
、
こ
こ
に
カ
ル
ム
ッ
ク
と
の
交
渉
断
組
を
巌
命
し
て
い
る
。

は
、
来
る
べ
き
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
カ
ラ
ク
ラ
の
決
戦
に
備
え
て
、
自
ら
の
門
戸
を
固
く
し
て
、
受
け
る
被
害
を
未
然
に
く
い
止
め
よ
う
と

何回
F

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
政
府

か
く
し
て
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
カ
ラ
ク
ラ
の
宇
い
は
一
六
二

O
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
行
わ
れ
、
結
果
は
カ
ラ
ク
ラ
の
惨
敗
に
終
っ
た
。

こ
の
戟
い
に
秘
か
な
閥
心
を
よ
せ
て
い
た
ロ
シ
ア
政
府
は
ト
ム
ス
ク
よ
り
テ
レ
ウ
l
ト
寸

g
a吋
部
長
ア
パ
ク
公
〉

E
H
?
E
S
V
の
も
と
へ

ト
ヤ
ン
叶

O
E
な
る
者
を
涯
遣
し
、
情
報
収
集
に
嘗
ら
せ
た
。
二
一
年
八
月
、
賠
還
し
た
か
れ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

コ
サ
ッ
ク
、

全
タ
イ
シ
ャ
、

印
ち
ト
イ
ラ
吋
O
雷
同
と
ク
ラ
ガ
ラ
イ
穴
一
石
白
「
宮
島
と
メ
ル
ゲ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
ヨ

4
2干
2
E
S
と
他
の
全
て
の
タ
イ

シ
ャ
ら
、
及
び
黒
カ
ル
マ
ッ
ク
人
は
、
皆
オ
ピ
河
に
や
っ
て
来
た
。
:
:
:
原
文
敏
:
:
:
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
可

2
5
胃

E
S
o
E
E白
に
畳
盈



3
-
v
o
h
O
R
を
築
い
た
。
:
:
:
原
文
敏
:
:
:
オ
ピ
河
と
ト
ミ
河
叶
0
5
-
v
o
E
の
問
、
小
ム
ス
ク
市
と
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
ク
城
塞
村

5
a問
。
貝
尻
島

0
2勺
h
の
聞
に
遊
牧
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
オ
ピ
河
に
集
り
、
畳
墨
を
築
い
た
の
は
、

り
、
カ
ラ
ク
ラ
穴
間
宮
司
白
か
ら
妻
子
を
奪
っ
た
か
ら
だ
。
ハ
h
O
R
-
Z
0・
8
)

か
れ
ら
を
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
、
が
破

こ
の
戟
闘
の
詳
細
は
、

人
ム
ク
タ
ル
富
山
元
一
吋
告
の
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
停
え
ら
れ
て
い
る
。

口
に
操
っ
た
と
い
う
。

カ
ラ
ク
ラ
穴
間
宮
弓
旬
間
八

O
R回
A
ロ
宮
は
妻
子
を
奪
わ
れ
る
ほ
ど
の
敗
北
を
な
め
、
逃
亡
し
て
オ
ピ
河
の
支
流
チ
ュ
ム
シ
ュ
河

同

カ
ラ
ク
ラ
の
子
チ
ョ
ク
ル
き
ミ
勺
八
の
停
骨
(
楚
庫
繭
)

の
も
と
に
涯
遣
さ
れ
た
プ
ハ

l
ラ

と
停
え
ら
れ
、

ム
ク
タ
ル
は
カ
ル
マ
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
、

チ
ョ
ク
ル
と
の
封
話
に
て
衣
の
よ
う
に
聞
い
た
。

カ
ル
マ
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
、

カ
ラ
ク
ラ
穴
昌
男
三
曲
は
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
の
攻
撃
に
赴
い
た
。

そ
の
敷
四
千
。

ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l

リ
の
本
営
三
百
を
攻
め
、
多
く
の
捕
虜
を
奪
っ
て
踊
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
は
こ
れ
を
取
押
え
る
た
め
に
、
カ
ラ
ク
ラ
・

タ
イ
シ
ャ
に
四
千
の
兵
を
差
向
け
、
背
後
か
ら
三
千
人
を
差
向
け
た
。
そ
し
て
カ
ラ
ク
ラ
・
タ
イ
シ
ャ
の
民
を
皆
殺
し
に
し
た
。
わ
ず
か
に

カ
ラ
ク
ラ
・
タ
イ
シ
ャ
は
子
供
を
つ
れ
て
逃
れ
た
。

そ
こ
で
わ
れ
ら
カ
ル
マ
ッ
ク
は
皆
イ
テ
イ
ク
エ
4
E
R

山
に
滑
い

カ
ム
イ
シ
ュ
ロ
フ

-13ー

同
〈

mgE日
旬
。
回
河
に
滑
っ
て
、

ト
ゥ
メ
ニ

叶目。宮内
wzv
か
ら
一

O
日
行
程
の
地
に
遊
牧
し
て
い
る
の
だ
。

(
h
o
F
Z
0・
S
)

右
の
報
告
に
よ
れ
ば

カ
ラ
ク
ラ
は
四
千
の
兵
を
率
い
て
ア
ル
ツ
ン
・
カ

I
ン
の
本
管
に
果
敢
な
攻
撃
を
か
け
、
一
度
は
勝
利
を
得
た
も
の

の
、
頚
勢
を
た
て
直
し
た
カ

l
ン
の
た
め
に
、
前
後
よ
り
二
倍
の
敵
に
圏
ま
れ
、
大
敗
北
を
喫
し
、
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
に
避
難
し
た
こ
と
に
な

る
。
カ
ラ
ク
ラ
が
攻
め
た
ア
ル
ツ
ン
・
カ

1
ン
の
本
営
、
が
ウ
プ
サ
・
ノ

l
ル
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
明
か
に
し
た
。
敗
れ
た
カ
ラ
ク

ラ
は
ウ
プ
サ
・
ノ

l
ル
を
遠
く
去
っ
て
、
オ
ピ
河
の
支
流
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
に
避
難
し
、
こ
こ
に
畳
長
を
築
い
て
擦
り
、
再
起
を
は
か
っ
た
の

カ
ラ
ク
ラ
軍
の
移
動
し
て
操
っ
た
範
圏
は
、
ロ
シ
ア
文
書
に
よ
っ
て
、
ォ
ピ
河
と
ト
ミ
河
聞
の
地
方
、
ロ
シ
ア
軍
の
守
備
範
固
か
ら

ト
ム
ス
ク
市
と
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
ク
城
塞
村
に
影
響
を
及
ぼ
す
範
圏
に
ま
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
カ
ラ
ク
ラ
の
こ
れ
ま
で
の
住
牧
地
は

で
あ
る
。

い
え
ば
、

427 

ロ
シ
ア
文
書
に
よ
っ
て
も
は
ア
き
り
し
な
い
、
が
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
南
及
び
東
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
水
源
か
ら
直
接
ア
ル
ツ
ン
・
カ

i
ン
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領
、
印
ち
モ
ン
ゴ
ル
園
に
接
す
る
地
方
ま
で
、
西
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
東
岸
ま
で
、
北
は
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
に
及
ぶ
範
間
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
カ
ラ
ク
ラ
の
住
牧
地
に
接
し
て
、
二
ハ
一
六
年
に
す
で
に
父
か
ら
濁
立
し
て
い
た
パ

l
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
を

カ
ラ
ク
ラ
の
勢
力
範
圏
の
中
の
西
北
方
面
の
守
り
に
つ
き
、

ロ
シ
ア
側
に
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
流
域
地
方
最

下
っ
て
ヤ
ム
シ
湖
周
遣
に
根
捜
し
、

強
の
タ
イ
シ
ャ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
敗
れ
た
カ
ラ
ク
ラ
は
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
本
営
を
去
っ
て
、
遠
く
北
に
向
い
、

オ

ビ
河
と
ト
ミ
河
聞
の
地
方
に
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
こ
の
決
戦
の
時
期
と
バ

l
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
の
役
割
を
考
え
て
み
た
い
。
決
戟
が
一
六
二

O
年
五
月
以
前
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、

制

l
の
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
、
及
び
カ
ラ
ク
ラ
宛
の
勅
書
の
日
附
か
ら
し
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
一

O
月
ま
で
に
は
行
わ
れ
て
い
る

3

卸
ち
二

O
年

ツ

7 

一
O
月
一

O
目、

カ
ル
ム
ッ
ク
か
ら
ウ
フ
ァ
匂
門
官
に
逃
亡
し
て
き
た
バ
シ
ュ
キ
l
ル
人
ら
切
白
E
5
6
z
z
の
報
告
に
、

カ
ル
マ
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ら
に
カ
ザ
ッ
ク
・
オ
ル
ダ
の
イ
シ
ム
・
ツ
ア

l
リ
エ
巳
泊
三

E5亨
か
ら
の
盤
迫
は
大
き
い
。
イ
シ
ム
は
カ
ル
マ
ツ

ク
を
多
数
殺
し
た
。

ア
ル
ツ
ン
・
フ
ァ

l
リ
の
民
も
か
れ
ら
を
多
数
殺
し
た
。

そ
し
て
ウ
ル
ス
を
率
い
た
二
人
の
タ
イ
シ
ャ
が
妻
子
と
共
に

-14一

捕
虜
に
な
っ
た
。

(
h
o
F
Z
0・
h

∞)

と
停
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ラ
ク
ラ
軍
は
二

O
年
一

O
月
ま
で
に
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
に
敗
れ
て
、
翌
一
一
一
年
八
月
、

国

レ
ウ
l
ト
部
長
ア
バ
ク
公
か
ら
情
報
を
得
た
時
ま
で
に
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
に
移
動
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
使
節
が
テ

こ
の
バ
シ
ュ
キ

l
ル
人
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

カ
ル
ム
ッ
ク
は
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
攻
撃
に
加
え
て
、

カ
ザ
ッ
ク
の
イ
シ
ム
・
ツ
ア

l
リ

!の
ー 激
プf し

五 堅
?迫
) を
の 受
こ け
とて
でい
あ た
る同と
。し、

う

カ
ザ
ッ
ク
・
ツ
ア

l
リ、

イ
シ
ム
は
、

カ
ザ
ッ
ク
大
オ
ル
ダ
の
君
長
エ
シ
ム
同

g云
汗
(
一
五
九
八

一
六
一
六
年
に
パ
l
ト
ゥ
ル
の
本
管
を
訪
ね
た
ロ
シ
ア
使
節
は
、
バ
l
ト
ゥ
ル
が
カ
ザ
ッ
ク
を
押
え
て
、
ヵ

ル
ム
ッ
ク
は
カ
ザ
ッ
ク
よ
り
も
強
力
で
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
た
が
(
参
照
、
九
頁
〉
、
ニ

O
年
に
は
カ
ザ
ッ
ク
は
逆
に
カ
ル
ム
ッ
ク
を
塵
迫
す

る
勢
力
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
二

O
年
九
月
に
パ

l
ト
ゥ
ル
の
使
者
ブ
ガ
切
旬
、
日
八
日
0
・
切
口
門
戸
白
ら
五
人
が
ト
ボ
リ
ス
ク
に
来
炉
、
シ
ベ
リ

ア
の
ロ
シ
ア
領
内
へ
移
牧
す
る
許
可
を
求
め
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。



パ
ー
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
シ
ャ
切
恒
常
国
品
目
v
v
z
足
跡
自
陣
自
身
は
、
ト
ポ
リ
ス
ク
か
ら
一
月
行
程
の
イ
テ
ィ
ク
山
甲
山
J
E
R
O
回
百
円
。
目
置
に
遊
牧
し
て
い

河
と
ト
ボ
ル
吋
。
α
O
旬
河
聞
に
遊
牧
し
て
い
る
。

る
。
他
の
多
く
の
タ
イ
シ
ャ
ら
も
カ
ル
マ
ッ
ク
人
を
つ
れ
て
ツ
ア
ー
の
領
地
た
る
シ
ベ
リ
ア
の
町
に
移
牧
し
た
。
そ
し
て
い
ま
イ
シ
ム
甲
山
自
民
認

カ
ル
マ
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ら
が
汝
が
園
王
の
シ
ベ
リ
ア
の
町
近
く
に
移
牧
し
た
の
は
、
ア

ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
カ
ザ
ッ
ク
・
オ
ル
ダ
が
カ
ル
マ
ヅ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ら
を
攻
撃
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ハ
H
H
O

民
-
Z
0・A

F
吋
〉

イ
テ
ィ
ク
山
の
位
置
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
イ
シ
ム
河
の
下
流
に
沿
っ
た
地
に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
パ
ー
ト
ゥ
ル
は
こ
の
時

同

ト
ボ
リ
ス
ク
か
ら
一
月
行
程
の
こ
の
地
へ
、
つ
ま
り
嘗
て
の
根
接
地
ヤ
ム
シ
湖
周
透
か
ら
は
る
か
に
北
東
へ
と
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

移
動
を
よ
ぎ
な
く
さ
せ
た
の
は
、
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
か
ら
の
敗
北
と
カ
ザ
ッ
ク
の
塵
迫
の
た
め
で
あ
っ
た
。
バ
l
ト
ゥ
ル
が
父
カ
ラ
ク
ラ
に

加
っ
て
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
載
っ
た
こ
と
は
全
く
ロ
シ
ア
文
書
に
見
え
な
い
が
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
の
地
位
、
買
力
か
ら
み
て
、
こ
の
戟
い
に
加

わ
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

e

お
そ
ら
く
か
れ
は
こ
の
戦
い
に
敗
れ
た
後
、
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
激
し
い
墨
迫
を
逃
れ
て
、
故
地
ヤ

ム
シ
湖
よ
り
は
る
か
北
東
イ
テ
ィ
ク
山
に
ま
で
逃
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
パ
l
ト
ゥ
ル
が
父
と
共
に
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l

ン
の
本
営
ウ
プ
サ
・
ノ

1
ル
を
衝
い
た
後
、

一
轄
し
て
敗
れ
て
ト
ポ
リ
ス
ク
か
ら
一
月
行
程
と
帯
さ
れ
る
地
方
に
ま
で
逃
れ
た
事
貫
か
ら
考
え

F
h
u
 

唱

i

れ
ば
、
そ
の
聞
の
移
動
期
聞
を
考
慮
す
る
と
、

カ
ラ
ク
ラ
軍
と
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
の
決
戦
は
二

O
年
五
月
の
ツ
ア
ー
の
ト
ポ
リ
ス
ク
軍
政

官
宛
の
勅
書
が
出
さ
れ
て
ま
も
な
く
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
パ
ー
ト
ゥ
ル
は
こ
の
後
し
ば
ら
く
イ
テ
ィ
ク
山
を
根
接

地
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
地
で
モ
ン
ゴ
ル
を
避
け
つ
つ

西
隣
カ
ザ
ッ
ク
に
首
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

カ
ザ
ッ
ク
は
カ
ル
ム

ッ
ク
が
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
激
し
い
攻
撃
に
直
面
し
た
の
を
機
曾
に
、
こ
の
時
と
ば
か
り
カ
ル
ム
ッ
ク
攻
撃
に
乗
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
バ

l
ト
ゥ
ル
は
こ
れ
に
耐
え
き
れ
ず
、
北
の
方
シ
ベ
リ
ア
の
町
へ
と
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

こ
の
カ
ザ
ッ
ク
の
攻
撃
が
、
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
協
定
の
上
で
行
わ
れ
た
す
る
報
告
が
あ
る
が
、
俄
に
信
じ
難
い
。

429 

衣
に
、
カ
ラ
ク
ラ
と
共
に
戟
っ
た
ト
イ
ラ
、
メ
ル
ゲ
ン
南
タ
イ
シ
ャ
が
誰
だ
っ
た
か
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
ト
イ
ラ
・
タ
イ
シ
ャ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
カ
ラ
ク
ラ
の
決
戟
を
俸
え
た
も
う
一
つ
の
文
書
宣
実
・

2ο
・
包
)
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タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
吋
白
Fh
怠

-am巨
白
の
説
停
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

同

長
ダ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ロ
色
白

F
S
1
r
(逮
掴
台
什
〉

に
よ

っ
て、

タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
は
デ
ル
ベ

1
ト
ロ

rr包
ι

首

で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
バ
ル
ラ
ス
、
が
デ
ル
ベ

l
ト
ロ
刊
号
え
〈
り

r
r
E
部
の
歴
史

を
の
ベ
た
中
で
、

デ
ル
ベ

l
ト
は
族
租

ω
S
E
E
r
-
m
m
と
呼
ば
れ
て
い
る
ダ
ラ
イ
・
タ
イ
ジ
ロ
色
色
叶
包
含

E
迄
は
箪
な
る
群
衆
に
す
ぎ
な
か
「
た
。
ア
ノレ

タ
イ
の
南
、

ズ
ン
ガ
ル
の
東
に
て
ズ
ン
ガ
ル
と
友
好
的
に
暮
ら
し
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
と
ズ
ン
ガ
ル
の
カ
ラ
ク
ラ
と
の
戦
い
に
お
い
て
デ
ル

ダ
ラ
イ
は
臣
下
の
大
部
分
を
失
っ
た
。
二
ハ
一
二
年
迄
こ
の
戟
い
に
不
幸
な
運
命
を
共
に
し
た
。
そ
し
て
残
っ
た

吋
叫

民
と
共
に
イ
シ
ム

H
R
E
E
と
ト
ボ
ル
叶
oσo-
の
地
に
集

っ
た。

ベ
l
ト
は
損
害
を
蒙
り
、

と
あ
る
り
と
巳
叶
包
含

E
が
、
吋
山
富
島
・
日
出
巨
白
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

ダ
ラ
イ
が
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
の
戟
い
に
敗
れ
て

イ
シ

ム
河
と
ト
ボ
ル
河
聞
の
地
に
逃
げ
た
こ
と
は
、
後
の
ロ
シ
ア
側
の
記
録
と
一
致
し
て
い
る
。

次
に
メ
ル
ゲ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
泊
。
民
-
Z
0・
8
に
よ
れ
ば
、

そ
の
名
は
正
確
に
は
、

メ
ル
ゲ
ン
・
テ
メ
エ
・
タ
イ
シ
ャ

-16ー

玄巾℃可。出・
4
9
A
g
r・4曲
目
由
自
由
で
あ
る
。

ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
系
譜
を
の
ベ
た
中
に
、

キ
・
メ
ル
ゲ
ン
・
テ
メ
ネ
阿
C
B
R
m
mロ
ぽ
自
白
口
町
は
ケ
レ
イ
ゾ
ト
姓
同
日
mu
ユ仏

O
Bミ
な

り
。

と
み
え
る
同
日

HHM2mg
仲冊目

g
m
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
ケ
イ

レ
ッ
ト
姓
、

シ
ラ
・
ト
ゥ

l
ジ
に
、

つ
ま
り
ト
ル
グ

l
ト
部
の
大
酋
で
あ
る

こ
の

一
六
二
O
年
の
戟
い
は
、

ズ
ン
ガ
ル
の
カ
ラ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
デ
ル
ベ

l
ト、

ト
ル
グ

l
ト
首
長
自
ら
が
加

っ
た
カ
ル
ム
ッ
ク
軍
が
ア

ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
た
め
に
惨
敗
し
た
一
戦
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
敗
れ
た
カ
ル
ム
ッ
ク
軍
の
中
、
あ
る
者
は
オ
ピ
河
と
ト
ミ
河
聞
の
地
方
に
、

あ
る
も
の
は
遠
く
イ
シ
ム
河
と
ト
ボ
ル
河
聞
の
地
方
に
移
牧
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。

四

き
て
「
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
の
壁
量
で
冬
を
越
し
、

ト
ム
ス
ク
市
と
ク
ズ

ネ
ッ
ツ
ク
城
塞
村
の
聞
の
地
方
に
住
牧
す
る
つ
も
り
」
だ

っ
た
カ

ラ



ク
ラ
は
、
二
一
年
春
、
す
で
に
ト
ム
ス
ク
市
と
タ
ズ
ネ
ッ
ツ
ク
域
塞
村
の
近
く
に
集
結
し
て
い
る
。
そ
し
て
ト
ム
ス
ク
市
の
近
く
か
ら
オ
ピ
河

ま
で
の
地
方
に
住
牧
す
る
正
式
の
許
可
を
求
め
る
た
め
の
使
者
を
モ
ス
ク
ワ
に
涯
遺
し
て
い
る
。
し
か
し
使
者
は
一
二
年
末
に
な
っ
て
も
腸
遺

帥

し
な
か
っ
た
。
と
の
聞
に
ロ
シ
ア
政
府
は
ト
ポ
リ
ス
ク
軍
政
官
に
訓
令
を
宛
て
、
ト
ポ
リ
ス
ク
よ
り
ト
ム
ス
タ
に
二
百
人
の
火
器
を
装
備
し
た

増
援
隊
を
波
遣
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
加
。

翌
二
二
年
に
は
、
バ

l
ト
ゥ
ル
の
根
接
地
で
あ
っ
た
ヤ
ム
シ
湖
が
完
全
に
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
手
に
お
ち
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

同

シ
ベ
リ
ア
各
地
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
ざ
る
を
え
な
か

「
た
。
し
か

こ
う
し
た
結
果
、

ロ
シ
ア
の
前
進
基
地
に
接
近
し
た
カ
ル
ム
ッ
ク
は
、

し
こ
う
し
た
こ
と
は
い
た
ず
ら
に
シ
ベ
リ
ア
嘗
局
を
刺
激
さ
せ
る
の
み
で
、
再
起
を
期
す
カ
ル
ム
ッ
、ク
に
と
っ
て
却
っ
て
不
利
を
招
く
ば
か
り

ウ
フ
ァ
市
か
ら
イ
テ

で
あ
る
。
今
、
安
じ
て
遊
牧
で
き
る
地
は
シ
ベ
リ
ア
に
し
か
蔑
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
六
二
三
年
四
月
、

ィ
ク
山
に
移
っ
て
い
た
パ

l
ト
ゥ
ル
・
タ
イ
ジ
の
本
営
に
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
を
は
じ
め
、

同

同

克
)
、
バ

l
ト
ゥ
ル
の
弟
パ
イ
パ
ギ
シ
ユ
切
島

E
E
E八
回
白

1
Z
E由、

ウ
ル
リ
ュ
ク

VGB宍
〈
〔
0
0〕
主

ε〔
和
〕
顎
扇
動

チ
ョ
ク
ル
ぷ
自
宅
八
口
o
r
c
H
(楚
庫
爾
〉
に
曾
見
す
る
た
め
に
涯
遣

さ
れ
た
ロ
シ
ア
使
節
ワ
シ
リ

1
・
ヴ
ォ
ル
コ
フ
宮
内
盟
主
民
∞
。
旬
開
向
。
回
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
年
、
ニ
二
年
に
、

パ
l
ト
ゥ
ル
、
ウ
ル
リ
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ユ
ク
ら
は
ウ
フ
ァ
に
使
節
を
涯
遣
し

ツ
ア

l
の
御
手
の
下
に
入
る
用
意
が
あ
る
こ
と
、

ウ
フ
ィ
ン
ス
ク
郡
の
パ
ジ
ュ
キ
l
ル
人
の
村
落
を
攻

撃
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と
を
申
出
て
い
る
。
こ
の
申
出
に
謝
す
る
回
答
を
携
え
て
ヴ
ォ
ル
コ
フ
は
イ
テ
ィ
ク
山
に
来
た
の
で
あ
っ
た

輔

、
が
、
ヴ
ォ
ル
コ
フ
に
曾

っ
た
カ
ル
ム
ッ
ク
の
マ
ン
ギ
ッ
ト
・
タ
イ
シ
ャ
玄
室
2
4
E
S
R
E白
の
話
に
よ
れ
ば
、

タ
ラ
イ
、
H
，

g同
国

(
H切
O
E叶
宮
下
)
は
今
、
ウ
ル
ス
に
い
な
い
。
ム
ガ

l
ル
の
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
戟
う
た
め
に
出
か
け
て
し
ま
っ
加
。

と
あ
り
、
パ

l
ト
ゥ
ル
は
五
月
に
は
す
で
に
ア
ル
ツ
ン
・
カ

1
ン
と
一
戟
を
交
え
る
た
め
に
イ
テ
ィ
ク
山
を
出
た
あ
と
だ

っ
た
。
留
守
を
預
る

マ
ン
ギ
ッ
ト
・
タ
イ
シ
ャ
は
改
め
て
ロ
シ
ア
使
節
に
前
年
バ

l
ト
ゥ
ル
ら
が
涯
遺
し
た
使
節
の
意
味
を
説
明
し
、

ロ
シ
ア
の
援
助
を
求
め
て
い

431 

ツ
ア
ー
へ
の
恭
順
の
意
志
を
表
明
し
て
い
る
。

入
る
」
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
か
れ
ら
の
政
治
的
ゼ
ス
チ
ュ
ア
に
過
ぎ
ま
い
。
こ
う
し
た
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ロ
シ
ア
の
好
意

る
。
パ

l
ト
ゥ
ル
ら
は
シ
ベ
リ
ア
を
混
凱
さ
せ
な
い
こ
と
を
誓
い
、

「
ツ
ア
ー
の
御
手
の
下
に
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を
ひ
き
つ
け
、
友
好
的
態
度
を
か
ち
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
敵
に
封
』
廃
す
る
時
に
、

ロ
シ
ア
側
か
ら
自
ら
の
背
後
を
街
か
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
方
策
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う

u

ロ
シ
ア
に
と

っ
て
は
、
敢
て
西
北
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
宇
い
に
介
入
す
る
必
要
は
何
も
な
か

っ
た
の
で
あ

一
方
カ
ル
ム
ッ
ク
に
し
て
も
敢
て
ロ
シ
ア
に
臣
従
す
る
必
然
性
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

る
イ
テ
ィ
ク
山
を
出
た
パ

l
ト
ゥ
ル
は
箪
を
イ
シ
ム
河
の
地
に
集
結
し
た
。
同
二
三
年
六
月
二
八
日
、

カ
ル
ム
ッ
ク
か
ら
ト
ゥ
メ
ニ
に
踊

っ
た

カ
ザ
ン
の
タ
タ
ル
商
人
ウ
ラ
ズ
ボ
ク
タ
・
ウ
ラ
ズ
リ
エ
フ
て

E
a
2
2
3
u自
主
自
ら
の
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
る
と
、

し
ま
カ
ル
マ
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ら
、
つ
ま
り
バ
ガ
テ
ィ
リ
切
回
日
叶
E-uvハ
H
バ
l
ト
ゥ
ル
〉
、

制

イ
シ
ム
王
子

X
E虫干

5
3
s
d
は
イ
シ
ム

S
E
E
P向
に
遊
牧
し
て
い
る

w

チ
ョ
ク
ル

4
0
3、一j

℃
は
イ
シ
ム
の
上
流
に
沿
っ
て
遊
牧
し
て
い
る

Q

コ
ゼ
ニ
ャ
ク
}
〈
。
ω
m
w
E
出訳、

ゼ
ン
グ
ル

ω巾出「可旬、

バ
ブ
ガ
切
帥
A
J
E、
カ
イ
カ
穴
白
出
欠
陥
凶
、

一
方
、

カ
ル
マ
ッ
ク
の

タ
イ
ジ
ャ
、

ウ
ル
ル
ク
叱
目
yvH旬
開

(
u
u
可℃旬。
R
，)、

か
れ
ら
全
タ
イ
シ
ャ

は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
と
イ
シ
ム
河
問
、

カ
ム
イ
シ
ュ
ロ
フ
穴
。
ヌ
E
E
L
-
O回
に
向
っ
て
集
結
し
て
い
る
。

そ
こ
に
家
畜
と
財
産
が
運
ん
で
あ
る
。

- 18一

か
れ
ら
全
タ
イ
シ
ャ
は
ム
ガ

i
ル
人
と
戟
う
準
備
を
し
て
い
る
。

妻
子
、
家
畜
、
財
産
は
カ
ム
イ
シ
ュ
ロ
フ
穴
白
冨
E
E
'吉
田
に
留
め
て
あ

る。

(
h
H
O
択

-
Z
0・
8
)

と
あ
り
、

カ
ル
ム
ッ
ク
軍
が
再
び
全
勢
力
を
あ
げ
て
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
と
の
決
戟
に
乗
出
し
た
こ
と
を
侍
え
て
い
る
。

ク
軍
の
作
戦
は
、

イ
シ
ム
河
と
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
聞
の
カ
ム
イ
シ
ュ
ロ
フ
地
方
に
集
結
し
た
パ

l
ト
ゥ
ル
、

カ
ム
イ
シ
ュ
ロ
フ

同

イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
西
岸
に
注
ぐ
そ
の
支
流
カ
ム
イ
シ
ュ
ロ
フ
河
の
流
域
地
方
と
み
ら
れ
る

d

カ
ル
ム
ヅ

チ
ョ
ク
ル
、
ウ
ル
リ
ュ
ク
ら
の
西

}〈
o
g
z
E旬。回、
t
x何

回

V
E
E旬
。
∞
は

軍
と
、

チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
に
操
っ
て
い
た
は
ず
の
カ
ラ
ク
ラ
の
率
い
る
東
軍
が
、
東
西
合
し
て
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
に
首
り
、
故
地
イ
ル
テ

ィ
シ
ュ
上
流
域
地
方
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
戦
は
、

ロ
シ
ア
側
に
は
何
も
俸
え
ら
れ
て
い
な
い
が

お
そ
ら
く

カ
ラ
ク
ラ
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

マ
シ
ギ
ヅ
ト
・
タ
イ
シ
ャ
の
も
と
か
ら
踊
還
す
る
ロ
シ
ア
使
節
ヴ
ォ
ル
コ
フ
と
共
に
、

マ
ン
ギ
ッ
ト
・
タ
イ
シ
ャ
は
ツ
ア

l
に
向
け
て
援
幼

ウ
フ
ァ
経
由
で
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
が
、
何
ら
み
る
べ
き
成
果
を
枚
め
な
か

要
請
の
使
者
を
仮
遺
し
た
。
使
者
は
同
二
三
年
一

O
月
八
日
、



っ
た
公
定
-
Z
0・
080
使
者
の
モ
ス
ク
ワ
到
着
を
き
っ
か
け
に
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
使
節
の
モ
ス
ク
ワ
入
り
を
殿
禁
し
た
の
で
あ
る
(
参
照
、

同
年
末
、

ツ
ア
ー
は
勅
令
を
も
っ
て

今
後
一
切
カ
ル
ム
ッ
ク
使
節
と

一
二
頁
)
。

モ
ス
ク
ワ
政
府
は
西
北
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
情
勢
不

穏
を
察
知
し
て
、

シ
ベ
リ
ア
首
局
に
情
勢
静
観
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

」
の
戟
い
の
結
果
は

ロ
シ
ア
側
の
右
の
如
き
態
度
の
故
か
、
明
白
な
ロ
シ
ア
側
の
記
録
が
見
嘗
ら
な
い
固
た
だ
翌
二
四
年
六
月
五
日
、
ト

ゥ
メ
ニ
市
に
カ
ル
ム
ッ
ク
使
者
が
到
着
し
、
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
迫
害

3
2
Z
2
5
を
理
由
に
、
ツ
ァ
l
の
保
護
を
求
め
た
こ
と
を
記
録

お
そ
ら
く
カ
ル
ム
ヅ
ク
軍
が
再
度
非
運
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

す
る
の
み
で
あ
る
〈
h
o
F
Z
0・
S
)。
こ
の
事
買
は

ろ
う

e

こ
の
貼
、
パ
ル
ラ
ス
が

一
六
二
三
年
に
カ
ラ
ク
ラ
は
再
度
モ
ン
ゴ
ル
に
潰
走
さ
せ
ら
れ
向
。

と
の
べ
て
い
る
の
は
、
結
論
的
に
み
て
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

カ
ラ
ク
ラ
の
再
度
の
非
運
を
最
後
に
、
か
れ
と
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
、
シ
ョ

l
ロ
イ
・
ウ
パ
シ
・
コ
ン
タ
イ
ジ
と
の
宇
い
は
再
び
ロ
シ
ア
文

書
に
現
れ
る
こ
と
が
な
い
。
否
、
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
の
姿
さ
え
し
ば
ら
く
ロ
シ
ア
文
書
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

ロ
シ
ア
政
府
の
封
モ
ン

-19一

ゴ
ル
政
策
の
費
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

や
は
り
基
本
的
に
は

カ
ル
ム
ッ
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
聞
に
こ
の
後
小
康
吠
態
が
維
持
さ
れ

強
い
て

ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
が
再
び
ロ
シ
ア
文
書
に
姿
を
現
わ
す
の
は
、
第
二
代
の

帥

帥

パ
ド
マ
・
エ
ル
デ
ニ
・
コ
ン
タ
イ
ジ
切
包

B
:丘
町
ロ
仙
台
ロ

m
g
g
(俄
木
布
額
瀬
徳
尼
〈

O
B
E
2
Fロペ

ω
z
g
?吉吋
EZ'gh)

ロ
シ
ア
側
の
注
意
を
惹
く
出
来
事
に
乏
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
。
第
二
代
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
が
始
め
て
ロ
シ
ア
文
書
に
姿
を
現
わ
す
の
は
一
六
二
九
年
、

同り
、
一
六
一
三
年
九
月
に
な

っ
て
突
然
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
急
使
が
ト
ム
ス
ク
市
に
来
り
、
チ
ャ
ギ
ル
・
カ

l
ン
ぷ
句
与
・

5
z
の
盤
迫
を

刷

恐
れ
て
、
全
オ
ル
ダ
を
あ
げ
て
ツ
ア

l
に
臣
従
し
、
そ
の
保
護
を
求
め
た
。
こ
こ
に
始
め
て
モ
ン
ゴ
ル
側
の
要
請
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ

戸
山
田

Ehv'宍
師
国
は
チ
ャ
ハ
ル
汗
の
恒
心

-
R
A白
ロ
リ
ン
ダ
ン
ピ
ロ
ぬ
仏
白
ロ
八
立
国
・
ド
由
m
u
E同ロ

ロ
シ
ア
側
が
得
た
情
報
に
よ
る
も
の
で
あ

433 

ル
聞
の
使
節
往
来
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た。

同

(
林
丹
、
霊
丹
〉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
リ
ン
ダ
ン
汗
が
ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
ン
を
摩
一
迫
し
た
こ
と
を
貰
謹
す
る
直
接
の
史
料
は
中
園
側
に
は
見
雷
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ら
な
い
が
、
事
態
は
お
そ
ら
く
、
山
間
簸
に
瀕
し
た
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
再
統
一
せ
ん
と
し
た
リ
ン
ダ
ン
汗
の
同
盟
者
、
カ
ル
カ
の
ツ
ル
グ
ル
・
ツ

〈

嗣

オ
ク
ト
ゥ

C
5
5
z
Zミ
吉
、
い
わ
ゆ
る
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
・
タ
イ
ジ
の
2
2
2
1
U
(紳
克
園
台
土
口
)
と
こ
れ
に
反
封
す
る
カ
ル
カ
諸
侯
聞
に
惹

同

起
さ
れ
た
内
乱
に
閥
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
は
こ
の
内
乱
に
容
込
ま
れ
て
、
敢
て
カ
ル
ム
ッ
ク
と
宇
う
徐
裕
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
カ
ル
ム
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
を
利
用
し
て
内
部
の
統
一
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
努
力
は
、

二
五
年
に
起

っ
た
ズ
ン
ガ
ル
部
の
内
乱
と
い
う
試
錬
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
茨
に
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
。

一
六

五

事
件
は
、

カ
ラ
ク
ラ
の
子
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
占
S
T吋
同
国

E
白
の
遺
産
を
め
ぐ
る
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
・
タ
イ
シ
ャ
と
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
雨
兄

弟
の
争
い
に
輩
端
が
あ
加
。

一
六
二
五
年
七
月
二
六
日
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
の
本
営
に
満
一
年
の
滞
在
の
後
、
ト
ポ
リ
ス
ク
に
踊
っ
た
ヤ
コ
ブ
・
ブ
ゴ
-
フ
コ
フ
泊

5
回
目
胃
?

制

h
S
R
O
切
の
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
る
と
、
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春
に
わ
た
し
の
も
と
に
次
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
た
。

チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
か
れ
の
家
畜
と
部
民
を
自
分

の
も
の
に
し
て
、
兄
弟
の
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
の
自
由
に
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
は
や
っ
て
来
て
、
力
づ
く
で
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ

チ
ョ
ク
ル
と
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
雨
タ
イ
シ
ャ
の
兄
弟
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
が
死
ん
だ
。

の
部
民
と
家
畜
を
奪
っ
た
。

そ
の
た
め
に
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
と
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
の
聞
に
不
和
が
生
じ
た
。

そ
し
て
戟
い
に
な
る
ら
し

一
千
人
を
率
い
て
行
っ
た
。
:
:
:
タ
ラ
イ
・

ぃ
。
そ
こ
で
タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
二
人
の
も
と
へ
和
解
さ
せ
に
赴
い
た
。

タ
イ
シ
ャ
は
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
の
も
と
へ
来
て
、

チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
に
五
百
人
を
渡
す
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
は
チ
ョ
ク
ル
に
五
百
人
を
渡
そ
う
と
し

か
れ
ら
の
兄
弟
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
の
家
畜
を
等
分
し
、

五
百
人
を
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
・

タ
イ
シ
ャ
に
、



た
。
と
こ
ろ
が
チ
ョ
ク
ル
は
一
千
人
全
部
を
得
ょ
う
と
し
て

カ
ル
マ
ッ
ク
の
タ
イ
シ
ャ
ド
り

メ
ル
ゲ
ン
・
テ
メ
ユ
ヨ
伶
℃
z
z
a詰
玄
ゆ

zr、

ク
ヤ
ン
穴
】
『
国
民
、

タ
プ
イ
タ
イ
吋
白
内
一
盟
国
位
と
集
っ
て
、
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
を
攻
め
に
行
っ
た
。

か
れ
ら
の
兵
力
は
三
官
円
だ
っ
た
。

タ
ラ
イ
・

タ
イ
シ
ャ
は
チ
ョ
ク
ル
に
加
わ
ら
ず
去
っ
て
、
夜
、
秘
か
に
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
・
タ
イ
シ
ャ
に
、
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
が
大
奉
し
て
汝
を
攻

め
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
奥
え
た
。
だ
が
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
盟
湖
の
近
く
バ
イ
パ
ギ
シ
ュ
・
タ
イ
シ
ャ
の
所
へ
や
っ

て
来
て
、
多
く
の
民
を
殺
し
、
家
畜
を
奪
い
、
残
っ
た
者
は
自
分
の
手
中
に
腹
め
た
。
そ
の
た
め
に
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
の
民
は
少
く
な
っ
て
、

皆
避
難
し
て
い
た
。

カ
ラ
ク
-
フ
・
タ
イ
シ
ャ
穴
岳
民
u
詰
八
日
〈
曲
目
v

白
喜
一包
g

足
跡
自
由
は
、
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
が
チ
ョ
ク
ル
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て

チ
ョ
ク
ル
に
封
す
る
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
援
助
に
向

っ
た
。

か
れ
の
兵
力
は
一
高
だ

っ
た
。

そ
ζ

で
チ
ョ
ク
ル
は
掠
奪
し
つ
つ
去

っ

た
。
バ

イ
パ
ギ
シ
ュ
と
チ
ョ
ク
ル
と
の
聞
に
起
っ
た
こ
の
後
の
こ
と
は
、
わ
た
し

(
Hヤ
コ
プ
・
ブ
ゴ
ラ
コ
フ
)
は
知
り
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
は
、

タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
は
わ
た
し
を
イ
テ
ィ
ク
に
行
か
せ
た
か
ら
で
す
。

と
あ
る
。
事
件
の
費
端
、

途
中
の
経
過
に
つ
い
て
は
改
め
て
繰
返
す
ま
で
も
な
い

と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
を
停
え
た
も
う
一
つ
の
報
告
が

4
1
4
 

nλ
】
F

あ
る
。
そ
れ
は
、

イ
テ
ィ
ク
山
に
わ
ず
か
二
週
間
徐
り
の
滞
在
の
後
、

ト
ボ
リ
ス
ク
に
踊
っ
た
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ヤ
ト
キ
ン

全
自
民
ロ
ロ
切
凶
見
出
回
ら
の
報
告

Z
2・
Z
0・
4
8
で
あ
る
。
ヴ
ヤ
ト
キ
ン
ら
は
イ
テ
ィ
ク
山
滞
在
中
に
、
こ
こ
に
来
て
い
た
ヤ
コ
プ
・
プ
ゴ

か
れ
か
ら
も
情
報
を
得
、
ま
た
か
れ
ら
自
身
も
カ
ル
ム
ッ
ク
人
か
ら
情
報
を
得
た
結
果
で
あ
る
が
、
そ
の
情
報
は
、
短
期

ラ
コ
フ
に
禽
っ
て、

滞
在
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
だ
け
に
、
ブ
ゴ
ラ
コ
フ
自
身
の
報
告
の
債
値
に
及
ば
な
い
も
の
が
あ
る
が
、

ま
た
ブ
ゴ
ラ
コ
フ
の
報
告
を
補
う
も
の

も
あ
る
。

ヴ
ヤ
ト
キ
ン
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

わ
た
し
達
は
カ
ル
ム
ッ
ク
人
達
か
ら
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。

タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
が
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
の
方
へ
行
っ
た
の
は
、
カ
ル
マ
ッ
ク
の
地
に
て
、
チ
ョ
ク
ル
と
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
南
タ
イ
シ

ャ
の
兄
弟
、
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
が
死
ん
だ
た
め
だ
。
パ

イ
バ
ギ
シ
ュ
は
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
の
部
民
一
千
人
全
部
を
そ
の
家
畜
と
共
に
得
ょ
う

チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
奥
え
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
の
で
、
二
人
の
聞
に
字
い
が
生
じ
た
。
そ
の
後
和
解
が
で
き
た
@
パ
イ

435 

と
し
た
。
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バ
ギ
シ
ュ
は
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
に
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
の
部
民
六
百
人
を
渡
し
、
自
分
で
は
四
百
人
を
受
取
っ
た
。
和
解
の
時
、

カ
ラ
ク

ラ
・
タ
イ
シ
ャ
が
い
た
。
和
解
の
後
、
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
残
り
の
部
民
を
奪
お
う
と
し
た
が
、
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
・
タ
イ
シ
ャ
は
か
れ

に
渡
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
た
め
に
二
人
の
聞
に
戟
い
が
始
っ
た
。

チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
バ
イ
パ
ギ
シ
ュ
を
攻
め
に
行
っ
た
。

補
注
①

メ
ル
ゲ
ン
の
兵
力
は
一
高
で
あ
っ
た
。
そ

か
れ
の
兵
力
は
一
高
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
メ
ル
ゲ
ン
・
テ
メ
ニ
・
タ
イ
シ
ャ
の
援
助
を
受
け
た
。

れ
に
タ
ブ
イ
タ
イ
吋
白
av--吋
息
と
パ
ト
ゥ
ト
ク
ヤ
ン
切

2
E、
買
い
『
凶
国
南
タ
イ
シ
ャ
の
援
切
を
受
け
た
。

を
率
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
・
タ
イ
シ
ャ
は
兵
力
二
千
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
戟
い
は
盤
湖
の
近
く
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
戟
い

か
れ
ら
は
カ
ル
ム
ヅ
ク
人
二
千
人

で
、
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
・
タ
イ
シ
ャ
の
兄
弟
の
ヤ
サ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
泊

g-qvhEa罫
巨
同
を
殺
し
、

ま
た
多
く
の

人
を
殺
し
た
。
他
の
者
逮
は
バ
イ
パ
ギ
シ
ュ
の
も
と
か
ら
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
に
は
わ
ず
か
に
一
千
人
し
か
残
ら
な

か
っ
た
。
:
:
:
そ
こ
で
カ
ラ
ク
ラ
・
タ
イ
シ
ャ
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
の
援
助
に
向
っ
た
。
そ
し
て
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
彼
岸

ン
ガ

l
ル
に
逃
げ
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
は

ム
ン
ガ

l
ル
人
の
攻
撃
を
危
倶
し
て

チ
ョ
ク
ル
と
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
を
和

-22-

に
陣
取
っ
た
。
チ
ョ
ク
ル
と
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
雨
タ
イ
シ
ャ
の
聞
に
戦
い
が
あ
っ
た
時
、

か
れ
ら
の
ウ
ル
ス
か
ら
ム
ン
ガ

l
ル
の
捕
虜
達
が
ム

解
さ
せ
に
行
っ
た
。

と
あ
る
。
こ
の
報
告
は
、

チ
ョ
タ
ル
、
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
聞
に
お
け
る
宇
い
の
調
停
者
と
し
て
の
タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
の
役
割
を
全
く
停
え
て
い

な
い
。
そ
の
代
り
に
カ
ラ
ク
ラ
を
調
停
者
に
持
っ
て
来
て
い
る
。

そ
の
上
、
ブ
ゴ
ラ
コ
フ
の
報
告
と
異
っ
て
、
パ
イ
バ
ギ
シ
ュ
が
チ
ン
・
タ
イ

シ
ャ
の
遺
産
を
そ
っ
く
り
我
物
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
事
件
の
輩
端
を
求
め
て
い
る
。

そ
し
て
遺
産
の
分
け
方
も
、
プ
ゴ
ラ
コ
フ
と
は
異
っ

て
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
が
四
百
人
、

チ
ョ
ク
ル
が
六
百
人
を
受
取
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
同
意
し
な
い
チ
ョ
ク
ル
が
一
千
人
全
部
を
自
分
の
物

に
し
よ
う
と
し
て
、
兵
を
起
し
た
以
後
の
事
件
の
大
筋
は
南
報
告
と
も
大
き
な
差
違
は
な
い
。
チ
ョ
ク
ル
が
丘
ハ
を
起
す
前
の
事
件
の
霊
端
と
経

過
は
、
プ
ゴ
ラ
コ
フ
は
パ

l
ト
ゥ
ル
の
も
と
に
一
年
滞
在
し
て
い
た
寅
績
を
考
慮
し
、
チ
ョ
ク
ル
が
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
の
遺
産
を
全
部
我
物
に

し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
が
不
服
を
唱
え
て
、
争
い
が
生
じ
た
の
で
、
長
兄
の
パ

l
ト
ゥ
ル
が
調
停
に
立
ち
、
二
人
に
チ
ン
・



タ
イ
シ
ャ
の
遺
産
を
等
分
す
る
蜘
を
出
し
て
、
害
い
を
一
時
h

絞
め
た
が
、
後
に
チ
ョ
ク
ル
は
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
の
遺
産
を
全
部
我
物
に
す
る
領

持
を
捨
て
き
れ
ず
、

ト
ル
グ
l
ト
の
メ
ル
ゲ
ン
・
テ
メ
ネ
、
バ
l
ト
ゥ
ト
(
巴
園
特
)
の
ク
ヤ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
切
月
巴
吋
喜
一
泊
中
国
皆
同
白
〈
ハ
切
符
邑

湖 F
可
恒
国

曲、4

ら
の
兵
、
約
三
高
(
ヴ
ヤ
ト
キ
シ
ら
に
よ
れ
ば
、

計
二
高
二
千
〉

の
助
力
を
得
て
、

兵
力
二
千
の
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
軍
を
盟

つ
ま
り
ヤ
ム
シ
湖
の
近
く
で
大
撃
破
し
た
た
め
に
、
バ

l
ト
ゥ
ル
の
調
停
の
失
敗
し
た
の
を
聞
い
た
カ
ラ
ク
ラ
が
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
援
肪
に

乗
出
し
た
も
の
と
み
た
い
。
ヴ
ヤ
ト
キ
ン
ら
が
調
停
の
役
を
カ
ラ
ク
ラ
と
み
て
い
る
の
は
、
或
は
カ
ラ
ク
ラ
の
意
を
受
け
た
結
果
に
ち
が
い
な

-い
タ
ラ
イ
の
調
停
の
役
を
評
慣
す
る
さ
い
の
差
で
も
あ
ろ
う
。

カ
一
フ
ク
ラ
が
チ
ョ
ク
ル
連
合
軍
鎮
座
に
乗
出
し
た
と
き
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
が
謝
モ

ン
ゴ
ル
方
面
に
首
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
も
父
の
命
令
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
バ

l
ト
ゥ
ル
が
こ
の
宇
い
に
よ

モ
ン
ゴ
ル
に
虚
を
衝
か
れ
な
い
よ
う
に
謝
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
事
買
で
あ
ろ
う
。
雨
報
告
を
通
じ
て
、
瞳
湖
、
ヤ
ム

っ
て
、

シ
湖
が
再
び
カ
ル
ム
ッ
ク
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ヴ
ヤ
ト
キ
ン
ら
の
報
告
に
い
う
ム
ン
ガ

l
ル
の
捕
虜
は
、

回
復
事
業
の
際
に
得
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
カ
-
フ
グ
ラ
は
、
調
停
が
パ
ー
ト
ゥ
ル
の
手
に
負
え
ず
、
調
停
途
行
の
た
め
に
、
バ

l
ト
ゥ

ル
自
身
が
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
援
助
に
乗
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
事
情
と
、
こ
の
内
胤
に
よ
っ
て
濠
想
さ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
奇
襲
を
考
慮
し

て
、
バ

l
ト
ゥ
ル
を
モ
ン
ゴ
ル
封
策
に
嘗
ら
せ
、
自
ら
は
内
組
鎮
定
に
乗
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
カ
ラ
ク
ラ
は
兵
一
高

を
率
い
て
、
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
援
助
に
向
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
の
事
件
の
経
過
に
つ
い
て
、
プ
ゴ
ラ
コ
ア
は
「
知
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い

、ーー

の

ーおー

る
の
で
、
衣
に
こ
の
事
件
の
そ
の
後
を
考
え
て
み
よ
う
。

一
六
二
五
年
春
に
始
ま
っ
た
こ
の
ズ
ン
ガ
ル
部
の
内
観
は
そ
の
後
永
く
結
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。

一
六
二
八
年
九
月
一
一
一
日

カ
ル
ム
ッ
ク

か
ら
ト
ボ
リ
ス
ク
に
闘
っ
た
コ
サ
ッ
ク
、

ブ
ル
ナ
シ
ュ
・
ム
ロ
ム
ツ
オ
フ
切
出
足
曲
目
宮
司
℃
。
言
包
切
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、

わ
た
し
達
は
カ
ル
ム
ッ
ク
に
て
チ
ョ
ク
ル
と
か
れ
の
女
婿
の
ウ
ル
リ
ュ
ク
の
子
タ
イ
チ
ン
吋
怠

4
5
の
も
と
に
い
た
。

の
女
婿
タ
イ
チ
ン
が
一
緒
に
遊
牧
し
て
い
た
の
は
、

タ
ラ
イ
、

チ
ョ
ク
ル
と
か
れ

ウ
ル
リ
ュ
ク
ら
他
の
タ
イ
シ
ャ
達
が
チ
ョ
ク
ル
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら

437 

だ
。
そ
こ
で
タ
イ
チ
ン
・
タ
イ
シ
ャ
は
そ
の
た
め
に
殺
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、

チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
の
も
と
か
ら
父
の
も
と
へ
全
て
の
民
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を
率
い
て
逃
げ
た
。
タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
と
他
の
タ
イ
シ
ャ
還
は
、
多
く
の
カ
ル
ム

ッ
ク
人
を
率
い
て
、

チ
ョ
ク
ル
を
逃
が
さ
ず
、
殺
す
た

め
に
赴
い
た
。
そ
こ
で
チ
ョ
ク
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
イ
シ
ム
河
に
逃
げ
、

ト
ボ
ル
河
で
越
冬
す
る
つ
も
り
で
い
る
。
(
hH
O
R
-
Z
0
・J

己
)

と
あ
る
。

チ
ョ
ク
ル
の
女
婿
で
ウ
ル
リ
ュ
ク
の
子
と
し
て
み
え
る
タ
イ
チ
ン
は
、
西
域
園
志
容
四
七
雑
録
一
準
喝
爾
部
世
系
、
土
繭
庖
特
の
保

書
庫
爾
代
青
八
ω
c
r
f
仏

3
E口
問
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
タ
イ
チ
ン
は
バ

l
ト
ゥ
ル
、
ウ
ル
リ
ュ
ク
ら
が

に
み
え
る
和
郡
爾
勤
克
の
子
、

同

カ
ル
ム
ッ
ク
軍
を
率
い
て
、
チ
ョ
ク
ル
を
討
と
う
と
し
た
た
め
に
、
危
険
を
感
じ
て
父
の
も
と
へ
逃
げ
た
と
い
う
。

チ
ョ
ク
ル
は
イ
シ
ム
河

へ

一
六
二
五
年
に
チ

逃
亡
し
た
。
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
カ
ラ
ク
ラ
に
代
っ
て
、
パ

l
ト
ゥ
ル
が
チ
ョ
ク
ル
征
伐
に
向
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

ヨ
ク
ル
を
討
と
う
と
し
た
カ
ラ
ク
ラ
は
ど
う
し
た
の
か
。
買
は
ロ
シ
ア
文
書
は
一
六
二
五
年
の
ブ
ゴ
ラ
コ
フ
ら
の
報
告
以
後
、

か
れ
の
姿
を
全

く
停
え
て
い
な
い
。
た
だ
想
像
の
及
ぶ
限
り
で
は
、

そ
の
後
カ
ラ

ク
ラ
は
チ
ョ
ク
ル
征
討
を
パ

l
ト
ゥ
ル
に
委
ね
て
、

か
れ
自
ら
は
イ
ル
テ
ィ

シ
ュ
上
流
域
の
地
に
留
ま
っ
て
、

カ
ル
ム
ッ
ク
内
部
の
混
観
の
後
片
附
と
宿
敵
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
封
策
に
専
心
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

カ
ラ
ク
ラ
は
ロ
シ
ア
の
前
進
基
地
に
接
近
す
る
機
曾
が
な
く
、
従
っ
て
ロ
シ
ア
側
に
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

-24-

そ
れ
故
に
、

お
も
う
。

さ
て
ト
ボ
ル
河
で
越
冬
す
る
つ
も
り
の
チ
コ
ク
ル
に
つ
い
て
、
翌
一

O
月
、
若
干
の
ト
ゥ
メ
ニ
の
タ
タ
ル
人
遼
は
、
す
で
に
ト
ボ
ル
河
上
流
の

ト
ゥ
メ
ニ
か
ら
五
日
行
程
の
黒
河
戸
山
岳

E国
℃

2
K白
の
山
芹
で
越
冬
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
チ
ョ
ク
ル
に
出
曾
っ
て
い
る
(
泊
。
民
・

Z
。・

Ja)。

チ
ョ
ク
ル
と
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
を
め
ぐ
る
カ
ル
ム

ッ
ク
の
宇
い
は
、

ま
も
な
く
チ
ョ
ク
ル
の
勝
利
に
終
っ
た
。
戦
い
の
年
月
が
は

っ
き
り
し
な

い
の
が
残
念
だ
が
、
少
く
と
も
一
六
三

O
年
王
月
ま
で
に
ロ
シ
ア
側
が
カ
ル
ム
ッ
ク
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
一
ナ
ガ
イ
人
か
ら
得
た
情
報
に
よ

同

る
と
、わ

た
し
は
ハ
ン
デ
リ
・
タ
イ
シ
ャ

)
E
z
h
o℃
V
E
4
白旨
HH
白
の
も
と
に
い
た
が
、

そ
の
時
こ
こ
へ
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
が
や
っ
て
来
た
が
、
か
れ
は
戟

死
し
、
バ
イ
バ
ギ
シ
ュ
に
代

っ
て、

そ
の
兄
弟
の
チ
ョ
ク
ル

4
2出
】
〈
4
0
5
d
が
タ
イ
シ
ャ
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
は
チ
ョ
ク
ル
と
メ
ル
ゲ

ン
・
テ
メ
ニ
と
ハ
ン
デ
リ
・
タ
イ
シ
ャ
が
一
緒
に
遊
牧
し
て
い
る
。



メ
ル
ゲ
ン
・
テ
メ
ニ
連
合
軍
が
勝
利
を
握
っ
た
こ
と
が
停
え
ら

れ
て
い
る
。
な
お
チ
ョ
ク
ル
が
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
に
代

っ
て
タ
イ

ν
ャ
と
な

っ
た
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
事
買
は
前
者
が
後
者
の
ウ
ル
ス
を
攻
め

と
あ
り
、
こ
の
報
告
の
時
期
ま
で
に
バ
イ
パ
ギ
シ
ュ
は
戟
死
し
、

チ
ョ
ク
ル
、

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
一
六
二
五
年
に
起

っ
た
ズ
ン
ガ
ル
部
の
内
乱
は
永
く
績
き
、
カ
ル
ム
ッ
ク
を
大
い
に
混
乱
さ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
@

六
三

O
年
を
最
後
と
し
て
ロ
シ
ア
文
書
に
は
カ
ル
ム
ッ
ク
の
情
報
に
つ
い
て
、
以
後
め
ぼ
し
い
も
の
は
何
一
つ
俸
え
て
い
な
い
。
次
に
ロ
シ
ア

文
書
に
カ
ル
ム

ヅ
ク
に
つ
い
て
俸
え
ら
れ
て
い
る
の
は

一
六
三
五
年
、

父
カ
ラ
ク
一
フ
に
代
っ
て
パ

l
ト
ゥ
ル
が
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
穴
。

E，
白
忠
臣
曲

〈
ρ
g
m
S
1
h
(湾
台
士
口
八
ハ
皇
太
子
)
と
現
し
て
、

ズ
ン
ガ
ル
部
長
の
地
位
に
登
っ
て
い
る
事
買
に
つ
い
て
で
あ
る
。

そ
れ
迄
の
問
、

ズ
ン

カ
ル
ム

ッ
ク
が
い
か
な
る
時
代
の
推
移
を
経
験
し
た
か
、
全
く
想
像
の
外
は
な
い
、
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
ア
ル
ツ
ン
・

カ
l
ン
が
閥
心
を
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
向
け
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
機
曾
を
利
用
し
て
、
カ
ラ
ク
ラ
は
パ

l
ト
ゥ
ル
の
助
け
を
得
て
‘
ズ
ン
ガ
ル
部
の

再
建
に
努
め
た
で
あ
ろ
う
巴
し
か
し
そ
の
努
力
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
カ
一
フ
ク
ラ
・
バ

l
ト
ゥ
ル
の
意
に
反
し
て
、
チ
ョ
ク

ル
・
タ
イ
シ
ャ
が
内
観
の
勝
利
者
と
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ラ
ク
ラ
が
チ
ョ
ク
ル
を
ど
う
魔
遇
し
た
か
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
少
く
と

ガ
ル
部
を
は
じ
め
、

-25-

も
バ

l
ト
ゥ
ル
が
父
に
代

っ
て
政
権
を
握

っ
て
い
た
時
期
に
は
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
と
チ
ョ
ク
ル
が
和
解
し
て
い
た
こ
と
は
後
の
歴
史
に
み
る
通
り

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ズ
ン
ガ
ル
部
の
本
格
的
な
再
建
は
パ
I
ト
ゥ
ル
の
時
代
に
持
越
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か

「
た
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

_，_ ，、

カ
ラ
ク
ラ
の
残
年
次
を
明
記
し
た
記
録
は
見
嘗
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ミ
ル
ラ
l

三
宮
句
作
勺
は
、

帥

一
六
三
五
年
頃
死
ん
だ
。

と
し
い

ま
た
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一
六
三
五
年
頃
死
ん
だ
ら
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、

か
れ
の
子
で

支
配
の
後
繕
者
パ
ー
テ
ィ
ル
・
タ
イ
シ
ャ
切
丘
町
、
叶
丘
町
ロ

E
が
同
年
始
め
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て
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
の

c
E巳
田
口
「
白
と
掠
し
、

同

父
カ
ラ
ク
ラ
は
も
は
や
現
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
い
い
、
パ

l
ト
ゥ
ル
が
一
六
三
五
年
に
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
と
暁
し
、

以
後
、

カ
ラ
ク
ラ
の
姿
が
み
え
な
い
こ
と
を
以
て
、

カ
ラ
ヲ
ラ
の
死
を
一

六
三
五
年
、
も
し
く
は
そ
の
頃
と
み
て
い
る
。
バ
ル
ラ
ス
は
、

一
六
三
五
年
の
父
の
ゲ
向
日
ロ

rc-F
の
死
後
、
切
白
白
昨
日
叶

mwFPE
は
り
巳
巳
H
F曲
目
白
か
ら
の

r
E
g
p
r
z
の
特
許
可
丘
四
三
と

HWEE-

同

H
F
S
Z
H
の
名
を
得
た
。

シ」

L

L
、

カ
-
フ
ク
ラ
の
死
を

一
六
三
五
年
と
断
言
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
文
書
に
始
め
て
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
の
名
、が
現
わ
れ
る
の
は
、

既
に
引
用

し
た
一
六
三
五
年
三
月一
ニ
O
日
ト
ム
ス
ク
に
踊
着
し
た
ロ
シ
ア
使
節
に
同
行
し
た
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
側
近
ダ
イ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
・
ラ
ン

ズ
の
使
者
、が
粛
ら
し
た
ラ
ン
ズ
の
書
簡
に
お
け
る
衣
の
如
き
一
節
に
お
い
て
で
あ
る
。

ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
は
黒
カ
ル
マ
ッ
ク
と
七
年
間
戟
っ
た
。

わ
た
し
は
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

l
リ
と
カ
ラ
ク
ラ
の
子
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
を
永
遠

n
L
 

に
和
睦
さ
せ
た
。
(
泊
。
同

-
Z
0・
ロ
ヨ

剛山
Y

使
節
一
行
が
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
の
本
営
ウ
プ
サ
・
ノ

l
ル
を
出
費
し
た
の
は
、
三
五
年
一
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ゥ
ル
は
こ
の

時
既
に
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
の
蹴
を
帯
び
て
い
る
。
従

っ
て
カ
ラ
ク
ラ
は
こ
の
時
迄
に
死
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る

G

ア
ル

ツ
ン
・
カ

l
ン
の
和
睦
の

相
手
が
既
に
コ
ン
タ
イ
シ
ャ
に
移

っ
て
い
る
こ
と
は
、
バ
l
ト
ゥ
ル
が
父
に
代

っ
て
ズ
ン
ガ
ル
部
の
政
植
を
握

っ
て
い
た
こ
と
を
一
ホ
す
も
の
で

あ
ろ
う

u

ラ
ン
ズ
の
い
う
ア
ル
ツ
ン
・

ツ
ア
l
リ
は
既
述
の
オ
ム
ボ
・
エ
ル
デ
ニ
で
あ
る
が
、

オ
ム
ボ
が
カ
ラ
ク
ラ
と
七
年
間
戦

っ
た
と
い
う

意
味
は
、

か
れ
が
父
シ
ョ

l
ロ
イ
・
ウ
パ
シ
・
コ
ン
タ
イ
ジ
を
縫
い
で
ア
ル
ツ
ン
・
カ

l
ン
に
な

っ
て
か
ら
、
宿
敵
カ
ラ
ク
ラ
の
死
す
迄
七
年

同

問
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
現
在
の
所
、
オ
ム
ボ
が
い
つ
父
を
撞
い
だ
か
確
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
七
年
聞
を
オ
ム
ボ
の
襲
位
か
ら
七
年
後
を
以
っ
て
カ
ラ
ク
ラ
の
死
と
も
決
定
で
き
な
い
献
態
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
カ
ラ
ク
ラ
の
死
に

よ
る
パ

1
ト
ゥ
ル
の
政
機
交
替
は
一
六
三
五
年
一
月
一
四
日
迄
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
今
は
留
め
た
い
。
パ
ル
ラ
ス
が
い
う
よ

う
に
、

カ
ラ
ク
ラ
が
一
六
三
五
年
に
死
し
、

そ
の
後
直
ち
に
バ

l
ト
ゥ
ル
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
コ
ン
タ
イ
ジ
の
特
許
と
エ
ル
デ
ニ
・
パ

l
ト



ウ
ル
の
稿
観
を
受
け
た
止
す
る
な
ら
、
こ
の
出
来
事
を
わ
ず
か
二
週
間
内
に
嘗
て
は
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

補
注
⑦

持
っ
て
い
な
い
固

」
れ
を
今
確
認
す
る
材
料
を

ラ
ン
ズ
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば
、

カ
ラ
ク
ラ
の
姿
が
ロ
シ
ア
文
書
に
み
え
な
く
な
る
一
六
二
五
年
以
後
も
、

か
れ
の
生
涯
は
ア
ル
ツ
ン
・
カ
ー

ン
と
の
戟
い
、
郎
ち
カ
ル
ム
ッ
ク
を
モ
ン
ゴ
ル
の
時
紳
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
費
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
を
か
け
て
の
そ
の

努
力
は
、
か
れ
の
生
前
に
は
買
を
結
ば
ず
、
一
切
が
そ
の
子
パ
l
ト
ゥ
ル
の
時
代
に
持
越
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
カ
ラ
ク
ラ
の
晩
年
は
、

ア
ル
ツ
ン
・
カ
l
y
が
内
外
モ
ン
ゴ
リ
ア
情
勢
に
目
を
碍
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
時
期
だ
け
に
、
封
外
的
に
は
比
較
的
穣
か
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
お
そ
ら
く
そ
の
聞
に
か
れ
は
ズ
ン
ガ
ル
内
部
の
統
一
に
懸
命
の
努
力
を
傾
け
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
努
力
も
亦
か
れ
の
生
前
に
は
貰

を
結
ば
ず
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
に
引
雄
、が
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ロ
パ
ー
ト
ゥ
ル
は
父
を
纏
ぐ
と
直
ち
に
モ
ン
ゴ
ル
と
和
卒
し
、
西
隣
カ
ザ
ッ
ク
に

嘗
っ
て
大
成
功
を
牧
め
国
。
バ
l
ト
ゥ
ル
が
こ
の
成
功
を
基
に
し
て
、
再
び
封
モ
ン
ゴ
ル
戟
に
自
ら
身
を
投
ず
る
事
情
は
稿
を
改
め
て
説
く
こ

と
に
し
た
い

441 

註ω
司・

ω・
司
曲

-
z
g
ω
曲
目
]
ロ
ロ
四
四
ロ

Z
2
0口
氏
Y
O
H
Z
R
Z
H門町民
g
c
r
o
H

《同
FO
冨
D
ロ問。

-
5
7
3
〈
o
-
z
a
n
yえ
5
P
F
H
v
o
g
a
Z同開
w
同叶吋少

、吋
}
H

・

H-ω
・
8
・

ωHrH仏・

ω
目的同
c
q
o同
z
s
m
o
g
-
3
3
H
U
F
Oロ仏
0
2
5吋
auHU・由民・

ω近
代
支
那
史
ロ
京
都
。
一
九
二
六
。
回
以
・

2
・

ω恰
刷
忽
刺
と
巴
圃
爾
湾
台
吉
(
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
議
所
攻
)
。

東
京
e

一
九
五
一
。

山
間
オ
イ
ラ
ッ
ト
。
1
Z
L
(術
担
特
〉
を
さ
す
。
一
七
世
紀
の
ロ
シ
ア
文
書
に

お
い
て
、
オ
ピ

o
q
r
河
の
西
岸
、
ア
ル
タ
イ
山
岳
地
常
に
遊
牧
し
て
い

-27ー

た
テ
ル

l
ト
(
テ

ν
グ
ッ
ト
)
吋
叩
忘
仏
〈
吋
色
。
間
¢
仏
族
(
ロ
シ
ア
文
香

、吋巾白

3
、
ご
を
白
カ
ル
マ
ッ
ク

m
g
E
m
R白
白
富
由
民
国
と
祷
す
る
の
に
封

し
て
用
い
ら
れ
る
。

川

WHW江
各
国

S
E
R
Y
何回ロ
o
d円
四
回
出
回
口
門
同
国
円
YHFF
仏
g
z
oロ
開
会
出
円
y
g

。何回口
Z
n
y
g君。
Hr印
40ロ
ω叩円。ロ

ω同
岡
田
口
問
(
同
ロ
曲
目

ω田口同ロ
mω
叩
口
四
ロ
)
-

FW円
-
5
5
m♂
(
賂
稽

C
H岡田・
7
向
田
・
)
包
円

l
g〈・

削
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
編
)
。
東
京
。
一
九
五
五
。
同
γω
臼
・
寸
志
・

刷
C
円四国・
7
向
ω・
・
さ
同
・

帥
俺
答
汗
の
覇
業
(
東
亜
史
研
究
・
蒙
古
編
沼
》
・
ミ
ω
|一三〉。

仰
巴
調
印
E
V向

ω-w
弓
〈
・

側
C
H岡田
agω'w
芯
〈
・



帥
俺
答
汗
の
判
明
業
(
東
亜
史
研
究
・
蒙
古
編
℃

-
a
3
0

帥
F
F
L・
-
古
・
吋

2
・

制
ロ
』
白
勺
白
↓
uh臼
渓
E
u
玄

O
E，o
b
r円
貝
同
国
民
山
40口出向聞
V
M〈
{
同
国
巾
町
内
白
・
玄
-
J
肖・・

-
D
印一♂門司，
H
Y
H吋印・

同
C
円民守目
AZ--

一可N
円
l
吋N
〈・

〈

〈

仰
家
↑
向
源
流
に
み
え
る
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ソ
ト
は
、
(
い
2
2
(
H
r
n
E
コ

言
吋
)
柚
叶
cミ俗、
Eι
〉
、『
2
4口《
r
ω
ミ
巴

cι
〉
切
仙
Zι
・
Z
E目
印
ロ
ヨ
百
四

苦
ロ
』
O

三
仏

(
1
0
0
三
牛
〔
己
認
可
豆
ω
-
u
N
色〈〕
)
u

。問。

-
E
(己
認
可

国
〈

H
T
N
A
H〈
岡
市
岨
議
)
の
五
部
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
一
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l
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次
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ミ
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D
B
0
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(
巨
白
宮
↓
}
員
V
R
F
n
J勺明・

回
目
】

l
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L
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円
D
r
o
c
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E
W

∞州凶
J
E
Z
L
W
H内伺円。可
FL・

乙
の
中

CEvaι

は
そ
の
系
舗
を
み
る
と
、
明
か
に

0
0山口
ι
(
和
碩
特
)

で
あ
り
、
事
賞
、
問
書
の
他
の
箇
所
に

O
S
T
E
ι
v
o
o
r
L
の
名
が
み

え
る
。
(
巳
回
目
出
叶
UFhMRS・
2HV・
3
H・)
。
但
し
、
乙
の
爾
者
の
系
譜
を
検

討
す
る
と
、
己
』
戸
同
巾
ι
姓
の
方
は
部
長
パ
イ
パ
ガ
ス
切
回
日
ユ

Z
4但
印
(
奔
巴

犠
斯
)
の
系
譜
で
あ
り
、

0
0
2
4
邑
の
方
は
、
パ
イ
パ
ガ
ス
の
弟
の
瀬
賞

汗
の
系
議
で
あ
る
。
羽
田
明
教
授
の
研
究
に
よ
る
と
、
厄
魯
特
。
明
白
-o門戸

は
和
碩
特
の
古
名
か
と
み
て
お
ら
れ
る
か
ら
(
厄
魯
特
考
・
東
方
事
第
十

繍)、

C
』
ぞ
旦
一
は
。
m
m
F斗
の
説
仰
と
も
考
え
ら
れ
る
。

シ
ラ
・
ト
ヮ

1
ジ
に

C
K
克
己
M
O
g
-
4
E仏
雨
名
が
み
え
る
ζ

と
は
、
厄
魯
特

(
H
H
和

碩
持
)
部
長
を
縫
い
だ
本
来
厄
魯
特
の
奔
鳴
巴
斯
と
、
後
に
青
海
に
移
牧

し
た
和
碩
特
と
い
う
新
名
を
も
っ
顧
質
汗
の
爾
方
の
存
在
を
停
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

口
出
円
宮
内
山
は
わ
2
2
と
同
族
と
縛
え
ら
れ
て
お
り
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(
西
域
国
士
山
谷
四

七
雑
録
て
準
鳴
爾
部
世
系
)
、
ウ
ル
ガ
本
蒙
古
源
流
に
よ
れ
ば
、
一
五
七

四
年
、
プ
ヤ
γ
・
パ
ガ
ト
ゥ
ル
・
ヨ

Y
F
イ
ジ
兄
弟
が
ド
ゥ
ル
ベ
ン
・
オ

イ
ラ
ッ
ト
遠
征
を
し
た
と
き
、
ト
ゥ
パ
カ
ン
・
ヵ
γ
山
で
チ
ョ
ロ
ス
の
パ

ジ
ラ
・
シ
ゲ
チ
ソ
切
ω
k
g
包間巾
m
一
弓
を
は
じ
め
、
ド
ゥ
ル
ベ

l
ト
・
オ

ト
F

ロロ同
σ
E
O
F
0
4
を
討
っ
た
こ
と
が
み
え
る

(
Cお
守
宮

r
a〈)。

乙
の
り
P
Z
L
o
g
-『
を
後
の
都
爾
伯
特
部
と
す
れ
ば
、
都
爾
伯
特
部
は

滋
時
チ
ョ
ロ
ス
都
の
廊
下
で
あ
っ
て
、
チ
ョ

P

ス
・
ウ
ル
ス

(
H
H
ト
ゥ
メ

γ
)
の
分
割
部
分
と
し
て
の
オ
ト
ク

C
H
o
m
の
閥
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
(
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
ォ

7

、
蒙
古
枇
曾
制
度
史
、
邦
謬
司
・

8
3。

も
っ
と
も

ι。同
r
z
-
2
0
4
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
本
を
は
じ
め
、

オ
ル
ド
ス
三
本
は
い
ず
れ
も
こ
れ
を

LD円
roロ
0
8
4
に
作
り
、
シ
ュ
ミ

ッ
ト
隷
は
チ
ョ

P

ス
部
腐
の
四
穏
族
〈

r
o
H
ω
S
B
S巾
と
輔
副
ん
で
い
る
。

(日・』・

ω円
7
5
E
f
o
g
n
y
w
y
g
L
R
0
2・
冨
ロ
ロ
m
o
r
p
ω
-
N
5・

何
丘
町
ロ
H・
ヨ
口
、
『
c
r
m
c
ζ
o口
問
。
一
日
目
。
r
g
H
n
F
(
ω
口
G
g
豆
ロ
ロ
四
ci

z
g
H
H
)
・
回
目
S
E
C
2
2
3ミ

P
2
9
5
8・
Z
T
〉・

HOHmu

宮田・

ω"
由。白

hpp・
。
・

5
3
0
お
そ
ら
く
ウ
ル
ガ
本
が
異
質
を
停
え

て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
チ
ョ
ロ
ス
部
が
四
種
族
か
ら
な
る
廊
下
を
も
っ
て

い
た
と
い
う
設
嬢
は
何
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ド
内
ル
ベ

I
ト
は
チ

ヨ
ロ
九
部
に
含
め
て
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

同

2
3一
正
は
ト
ル
グ
l
ト
の
古
名
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
の
?
ロ
釘
宮
叶
旬
、
白
V
R
F
2℃
・
ミ
ω)
。
右
の
如
く
す
れ
ば
、
シ
ヲ
・
ト
ゥ

I
ジ
に
み
え
る
ド
ゥ
ル
ベ
ソ
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
、
の
O
同
o
r
。間町一冊門】
H
H

O
O卵白門
r
同協同

E
L
-
-『
ロ
ミ
ロ
門
r
o
o〕『
FL
の
五
部
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
蒙
古

源
流
と
完
全
に
一
致
す
る
c

次
に
ロ
シ
ア
文
書
に
み
え
る
ド
ゥ
ル
ベ
γ
・
オ
イ
ラ
フ
ト
の
内
容
は
、
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報
告
の
内
容
を
み
れ
ば
、
明
か
に
ラ
マ
教
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ロ

7

ら
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
人
は
チ
ベ
ジ
ト
か
ら
来
た
ク
ト
ゥ

F
F
R
3，M
M
3白

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
(
』
の
図
-
Z
0
・M
G
)
。

5
、
吋
可
同
吋
白
は
明
か
に
日
0
・

』ロ

Z
4
Z
(蛍
h
r
w開
E
I陶
献
)
で
あ
り
、
高
位
の
-
フ
マ
慣
の
骨
帯
構
で
あ

る
。
ア
ル
ツ
ン
・
ヵ

l
ン
が
二
ハ
一
九
年
に
モ
ス
ク
ワ
に
減
退
し
た
使
者

タ
ル
カ
ソ
・
ラ
パ
↓

S
H
E
-旬
曲
。
白
は
、
そ
の
名
の
示
す
泊
り
宮
向
日
釦

耐
明
暗
帽
俗
で
あ
る
@
哨
叫
沓
き
、
言
語
は
も
ち
ろ
ん
モ
ソ
ゴ
ル
語
で
あ
る
か

ら
、
シ
ナ
人
を
文
字
通
り
の
中
国
人
と
同
一
視
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。

た
と
え
乙
れ
を
中
関
領
内
に
入
っ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
を
指
す
と
し
て

も
、
首
時
の
政
治
情
勢
か
ら
い
っ
て
、
そ
れ
ら
モ

γ
ゴ
ル
人
が
西
北
モ

γ

ゴ
り
ア
に
入
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
ヤ
サ
ク
を
と
り
に

来
て
い
た
と
い
う
事
貨
か
ち
す
れ
ば
、
こ
れ
を
札
薩
克
園
汗
部
の
民
と
考

え
る
の
が
怒
常
で
あ
ろ
う
。

倒
h

。R-
Z
D
・品
H

U

A

H

印
日
カ
ラ
ク
ラ
の
使
者
オ
ヌ
タ
イ
。
国
三
，
白
昨

(
h
O
R
-

Z
0
・
企
)
日
ア
ヌ
チ
ャ
イ
〉
♂
コ
向
由
国

(
h
O
R
-
Z
0
・
品
目
)
ら
三
人
は
、
ア
ル

ツ
γ
・
ヵ

l
γ

の
使
者
F
ル
カ

γ
・
-
フ
パ
と
-
緒
に
ツ
ア
1
の
接
見
を
得

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(
h
O
R
・
2
0
・
合
)
。
オ
-
A

タ
イ
ら
カ
ル
ム
ジ
ク
使

節
が
モ
ス
ク
ワ
を
出
渡
し
た
の
は
二

O
年
六
月
二
三
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
(
玄
区
間
】
玄
0
・

2
目y
ω
ご
w

口
勺
国
冨
・
包
)
固

ω
L
H
O
R
・
2
0
・
お
u

一
六
二

O
年
五
月
六
日
附
、
ツ

7

1
、
ミ
ハ
イ
ル
・
フ

ョ
l
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
の
ア
ル
ツ
ソ
・
カ

l
γ
宛
の
勅
書
。

制』
H
O
R
・
2
0
・A

H
M
U

一
六
二

O
年
四
月
二
四
日
附
、
ツ
ア

l
、

フョ

l
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
の
ア
ル

γ
γ

・
カ

l
γ
宛
の
勅
書
。

ω
h
O民
-
Z
0
・8
h

一
六
ニ

O
年
五
月
二
五
日
附
、
ツ

7

l
、

7

ョ
l
F
ロ
グ
ィ
チ
の
カ
ラ

F
-フ
宛
の
勅
容
。

444 

.
、
、
ず
』
レ

ミ

ノ

d'

ノ

、
ハ
イ
ル

ω
h
O
R
・
2
c
・
怠
一
一
六
二

O
年
五
月
七
日
附
。

帥
ロ
シ
ア
政
府
が
カ
ル
ム
ジ
ク
と
の
交
渉
断
絶
を
カ
ラ
ク
ヲ
と
ア
ル
ツ
ン
・

カ
I
γ
と
の
決
戦
が
す
で
に
済
ん
だ
一
六
二
三
年
に
決
定
し
て
い
る
の

は
、
カ
ル
ム
ツ
タ
勢
力
が
、
そ

γ
ゴ
ル
閣
の
よ
う
な
統
一
政
楢
と
は
岡
山
っ

て
、
分
散
勢
力
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
ほ
ど
脅
威
を
感
じ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
政
府
と
し
て
は
、
敗
北
の
カ
ル
ム
ッ
ク
箪
が

ロ
シ
ア
の
前
進
基
地
を
混
飢
さ
せ
る
乙
と
を
恐
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

脚
本
稿
で
は
、

0
2ち
可
を
シ
チ
エ
ロ
グ
ロ
フ
著
・
吉
村
柳
里
誇
「
シ
ベ
リ

ア
年
代
史
」
(
東
京
。
一
九
四
一
ニ
)
に
従
っ
て
ぷ
蝋
翠
村
e

と
謬
す
。
吉

村
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

02-vO一
司
と
は

コ
サ
ッ
ク
が
異
民
族
を
位
服
し
つ
つ
建
設
せ
る
城
塞
を
粂
ね
し
村
で
あ

る
。
武
装
さ
れ
て
い
る
鮎
は
城
塞
で
あ
る
が
、
移
民
せ
ら
れ
て
い
る
貼

は
寧
な
る
城
塞
で
な
く
一
種
の
村
で
あ
る
。
卸
ち
武
装
村
、
或
は
城
塞

村
で
あ
る
。
(
例
言
、
二
ハ
頁
)

附
西
域
同
文
志
糧
七
天
山
北
路
準
鳴
爾
部
人
名
一
、
締
羅
斯
術
社
特
属
一
。

刷
註
⑩
、
⑧

ωパ
ル
ラ
ス
は
、

ζ

の
酸
い
に
つ
い
て
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
縛
え
て
い
る
。

カ
一
フ
タ
ヲ
は
一
六
二

O
年
に
モ

γ
ゴ
ル
の
ハ

γ
に
遼
伍
を
し
た
。
兵
四

千
を
以
て
ハ

γ
の
本
管
を
緩
い
、
多
く
の
停
措
置
を
得
た
。
だ
が
モ

γ
ゴ

ル
は
‘
き
わ
め
て
敏
速
に
か
れ
を
逆
襲
し
た
の
で
、
か
れ
は
徹
底
的
な
敗

北
を
喫
し
た
。
の
み
な
ら
ず
妻
子
を
見
捨
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し

て
一
子
を
つ
れ
て
逃
れ
、
一
六
一
一
一
年
に
オ
ピ
河
に
到
り
、
モ
ン
ゴ
ル

を
恐
れ
て
チ
ュ
ム
シ
ュ
河
口
に
億
一
品
一
を
廻
ら
さ
ん
と
し
た
。

(
H
V

釦
-
E
3

0
司・口広・・

ω・
ω寸
)

同開玄}曲目
ν
玄
。
・
円
、
『
hu
・
ωご
・
ロ
喝
さ
s・由
{
}
h
s
n
4
0
勺
包
囲
穴
曲
師
曲
H
n
R
O
障
の
の

F
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4
・
F
〉
旬
冨
?
〉

JE--由印吋
i
n同
1
H
M

・
ミ
印
・
げ
い
こ
八
年
波
と
す
る
が
従
え
な
い
。

ωイ
テ
ィ
ク
山
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
二
ハ
二
ハ
年
、
ト
ポ
リ
ス
ク
よ
り
イ

ジ
ム
河
流
域
探
査
の
た
め
源
遣
さ
れ
た
ト
ポ
リ
ス
ク
の
コ
サ
ッ
夕
、
ド
ミ

ト
リ

l
・
チ
ェ
ル
カ

l

y
フ
泊
富
国
-
弓
出
酔
ぷ
巾
H
V
E
n
O
回
ら
の
報
告
に
よ

る
と
、
か
れ
ら
は
、
ト
ポ
リ
ス
ク
か
ら
イ
シ
ム
河
沿
岸
の
地
ベ

m
l
ェ・

ガ
ロ
デ
ィ

l
シ
チ
ェ
盟
諸
一
O
巾
「
OHV
門
戸
国
民
巾
タ
白
い
砂
洲
。
ま
で
往
復
三

週
間
と
二
日
を
要
し
、
ベ
ロ

I
ェ
・
ガ
ロ
デ
ィ

l
シ
チ
ェ
か
ら
イ
シ
ム
洞

を
遡
っ
て
イ
テ
ィ
P
X
4
V
H
R

山
ま
で
足
直
ぐ
に
騎
馬
で
片
道
八
日
行
震

で
あ
る
ζ

と
を
明
か
に
し
て
い
る

(
h
O
R
-
Z
0
・
H
a
)
。
従
っ
て
ト
ポ
リ

ス
ク
か
ら
イ
テ
ィ
ク
山
ま
で
片
道
凡
そ
ニ

O
日
行
渥
と
い
う
ζ

と
に
な

り
、
ニ

O
年
九
月
、
ト
ポ
り
ス

P
K
来
た
パ

1
ト
ゥ
ル
の
使
者
プ
ガ
ち
の

要
し
た
イ
テ
ィ
ク
山
か
ら
ト
ポ
リ
ス
ク
ま
で
の
日
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

イ
テ
ィ
ク
山
が
イ
シ
ム
河
下
流
沿
岸
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ

』
円
J

。

ω
h
H

。R-
Z
0
・
g
h

ア
ル
ツ

y

・
ツ
ア

l
p
は
カ
ザ
ッ
F
の
地
と
、
カ
ザ
ッ
ク
人
は
ナ
ガ
イ

と
協
約
し
て
い
た

g田
英
国
白
内
出
。

寅
際
上
、
ア
ル
ツ

y

・
ヵ
l

y
領
と
カ
ザ
ッ
ク
領
と
の
地
理
的
位
置
か
ら

い
っ
て
、

ζ

の
雨
者
が
連
絡
を
と
る
ζ

と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
事
寅

は
、
お
そ
ら
く
、
カ
ザ
ッ
ク
が
ア
ル
ツ
ソ
・
ツ
ァ

1
リ
の
カ
ル
ム
ッ
ク

攻
撃
に
乗
じ
て
、
ヵ
ル
ム
ッ
タ
攻
撃
に
乗
出
し
た
た
め
に
、
ロ
シ
ア
側
に

右
の
よ
う
に
受
取
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
カ
ザ
ッ
ク
と
ナ
ガ
イ
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
今
確
認
す
る
材
料
を
持
た

な
L

倒
西
域
同
文
志
倉
九
天
山
北
路
準
鳴
爾
部
人
名
一
ニ
、
都
爾
伯
特
街
位
特
属
。

帥同》田
-
E
g
o
-
v
-
n
w
-
-
ω
・
会
U

パ
ル
ラ
ス
は

H
，
a
F
g
(太
師
)
を
吋
回
u

と戸

(
台
士
ロ

)
K
-誤
っ
て
い
る
。
た
だ
し
ロ
シ
ア
文
書
で
は
、
爾
者
い
ず
れ
も

吋
白
骨
自
由
で
表
さ
れ
る
。

制
巳
回
目
v
白
吋
旬
、
白
出

2
・
2HV・
Mg-

M
刷
』

H
O
R
-
z
o
・
g
・

側
、
『
白
富
誌
巾
・

仰
hHO貝
-
z
o
・
s・

帥
例
え
ば
、
ニ
二
年
秋
、
ヵ
ル
ム
ッ
ク
の
セ

γ
グ
ル
・
タ
イ
ジ
ャ
の
2
2，可守

d
E酔
巨
曲
な
る
者
は
ウ
フ
ィ

y
ス
ク
叱
A

吉
田
内
民
地
方
を
攻
撃
し
、
メ

γ
ュ

キ
ー
ル
人
の
村
落
を
破
漉
し
て
い
る

(
h
O同
-
Z
0
・
g)。

側
ト
ル
グ

1
ト

吋
O
H
4
E
(
土
爾
庫
特
)
部
の
酋
長
。
二
ハ
二
ハ
年
に
パ

1

ト
ゥ
ル
の
本
管
を
訪
れ
た
ト
ミ
ロ
・
ペ
ト
ロ
フ
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ウ

ル
リ
ュ
F
-
F
イ
シ
ャ
は
パ

l
ト
ゥ
ル
の
弟
チ
ョ
グ
ル
と
共

K
パ
1
ト
ゥ

ル
の
内
政
顧
問
と
、

F
2
5
E
5
5富
市
言
昨
日
出
@
阻
止
巳

aは
こ
の
語

を
岳
巾

n
Z
え

n
o
戸
ロ
白
色

E
B
と
掴
押
し
て
い
る
。
回
目
ιι
丘町

M
J
m
g
a
r

y
向。ロ問。
-
3
2
ι
(
u
r
g
p
H
L
Dロ仏
o
g
〈

D
-
-
F
H
U
H夕
日
γω
∞
)
で
あ

っ
た
と
侍
え
ら
れ
て
い
る

(
h
H
O
R
-
Z
0
・
H
g。
一
見
信
じ
が
た
い
が
、
乙

の
頃
の
ロ
シ
ア
文
書
に
は
、
ウ
ル
リ
ュ
ク
が
パ

I
ト
ヮ
ル
と
住
枚
地
を
共

に
し
て
い
た
ら
し
い
事
賞
、
お
よ
び
パ
ル
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ト
ゥ
ル

の
妻
の
一
人
に
ウ
ル
リ
ュ
ク
の
娘
ダ
ラ
・
ウ
バ
・
サ
ル
チ
ャ
ロ

R同

cr釦

ω
∞-znVMW
が
あ
っ
た
と
い
う
事
責
(
M
M

巳
F
g
D司・

9
7
ω
・
8
)
か
ら
、

ペ
ト
ロ
フ
ら
の
観
察
に
誤
り
な
し
と
は
し
な
い
が
、
必
ず
し
も
信
じ
が
た

い
も
の
と
し
て
退
け
る
乙
と
は
で
き
な
い
。

帥
参
照
、
註
⑧

制
LHO同
-
Z
0
・
∞
品
一
ヴ
ォ
ル
コ
フ
は
二
三
年
四
月
一
一
一
二
目
、
ウ
フ
ァ
を
出
護
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し
、
同
年
五
月
二
九
日
に
イ
テ
ィ
タ
山
に
到
着
し
て
い
る
。

同
マ

γ
ギ
ッ
ト
-
F
イ
シ
ャ
は
パ

1
ト
ヴ
ル
・
タ
イ
ジ
の
兄
弟
と
侍
え
ら
れ

て
い
る
が
、
か
れ
の
名
は
、
西
域
同
文
志
を
は
じ
め
、
中
国
側
史
料
に
は

全
く
み
え
な
い
。

闘
LHOR・
Z
0・∞品
・

帥
エ
自
国
平
芦
田
℃
巾
国
盟
主
は
、
シ
ベ
リ
ア
汗
闘
の
出
品
凶
回
目
】
円
R
o
m
H同国内叶回
O
の
最

後
の
汗
、
ク
チ
ュ
ム
穴

H
d示
品
の
子
。
一
六
世
紀
後
半
を
通
じ
て
オ
ピ
河

と
そ
の
支
流
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
合
流
動
附
近
に
根
強
し
、
ジ
ュ
チ
(
北

赤
)
の
子
孫
と
穏
し
、
カ
ザ
ン
穴
忠
臣
以
東
の
慶
大
な
地
方
に
強
っ
て

シ
ベ
リ
ア
征
服
を
志
し
て
い
た
シ
ベ
リ
ア
汗
図
が
世
紀
末
の
い
わ
ゆ
る
エ

ル
マ
ッ
ク
の
東
征
に
よ
っ
て
瓦
解
し
、
一
六

O
七
年
、
最
後
の
シ
ベ
リ
ア

汗
ク
チ
ュ
ム
の
諸
子
は
ロ
シ
ア
寧
の
盤
迫
を
逃
れ
て
各
地
に
分
散
し
た
。

ク
チ
ュ
ム
の
子
イ
シ
ム
は
こ
の
時
ト
ル
グ

l
ト
部
の
ウ
ル
リ
ュ
F
の
も
と

に
頼
っ
た
。
一
六

O
八
年
一
月
一
二
日
附
の
タ
ラ
軍
政
官
シ

I
-フ
・
ガ
ガ

l
り

γ

の
E
h
a

「曲

E
喝
容
向
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ク
チ
ュ
ム
の
兄
弟
の
中
、

イ
シ
ム
は
、

イ
シ
ム
甲
山
自
国
玄
は
カ
ル
マ
ッ
ク
の
自
分
の
妥
の
父
ウ
ル
リ
ュ
ク
-
F

イ
シ
ャ
の
も
と
へ
逃
げ
た
。

(
h
O
R
-
Z
0・U
)

と
あ
り
、
ウ
ル
り
ュ
ク
は
イ
シ
ム
王
子
の
岳
父
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か

る
。
こ
の
貼
パ
ッ
デ
レ
ー
が
、
イ
シ
ム
は
二
ハ
-
二
年
、
も
し
く
は
そ
の

頃
ト
ル
グ

1
ト
の
ホ
・
ウ
ル
リ
ュ
タ
の
娘
と
結
婚
し
た
と
い
っ
て
い
る
の

は
(
回
同
門
注
巳

3
正
。
司
・

9
7
〈
口
「
口
・
司
・
宏
一
)
、
年
代
土
誤
っ
て
い
る
。

(
円
ア
出
・
国
odqO同
各
祖
国
王
o
q
o同
窓
口
ロ
四
o
u
w
p
E
H
H
W
℃
℃
・
忌
2

1
5
0
N
)。
イ
シ
ム
王
子
が
ウ
ル
リ
ュ
ク
に
身
を
寄
せ
た
の
は
右
の
事
質

に
基
づ
い
て
い
る
。
一
六
一
六
年
に
パ

I
ト
ゥ
ル
を
訪
ね
た
ベ
ト
ロ

7
ら

は
、
バ
l
ト
ゥ
ル
の
内
政
顧
問
を
し
て
い
た
ウ
ル
リ
ュ
ク
と
共
に
、

パ
ー

ト
ヮ
ル
の
本
営
に
い
た
イ
ジ
ム
王
子
と
曾
っ
て
い
る

(hO民
-
Z
0・H
∞)。

伺
玄
ヱ
℃
玄
O
U
n
i『司・

ω土・

側同
V

曲
-
u
p
o同y
n
F
T
ω
・
ωア
F
A
甲山℃
V
A
。・

2
℃・

U
D
-
-
a
T
・
口
。
-u
吋
守
合
同
国

3
5
b呂
田
、

2
0
・N
3
・

伺
口
】
曲
目
】
同
吋
U
F
且英国・

2
廿
・
岡
田
]
一
シ
ョ
l
ロ
イ
・
ウ
パ
シ
・
コ
ン
タ
イ
ジ
の

子
で
あ
る
。

倒
欽
定
外
務
蒙
古
田
部
王
公
表
侍
翁
六
一
停
四
五
、
略
爾
柑
噌
礼
薩
克
圃
汗
部

総
待
。

帥
L
H
O
R
-
Z
0
・5
u・

側
LHO同
-
Z
0・
斗
印
一
乙
の
文
書
に
お
い
て
、
ア
ル
ツ

v
e
ツ
7

I
り
は
ド
内

チ
ュ

γ
・
ヵ

l
y
h
5
4
5干
民
同
一回
の
攻
撃
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
う
ロ
シ

ア
・
「
サ
ッ
ク
兵
の
情
報
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
5
4
5
z
a民
国
民
は
シ
ャ

ス
テ
ィ
ナ
ロ
宮
内
叶
国
民
同
氏
の
比
定
す
る
如
く
、
ロ
む
か
ロ
ヨ
ロ
ロ
伺
4
0
一・ロロ

』

NVロ
《
四

O
モ
γ
ゴ
ル
の
汗

H
h
g
円
O勺
O
R同
玄
O出
可
。
旬
。
田
》
(
卸
ち
、
四

O
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ゥ
メ
ン
の
汗
同
何
回
国
内
O℃
O
R白
玄
o
z
g白
V
2
0
6円

3
T

歪
出
向
。
回
)
を
指
し
、
明
か
に
チ
ャ
ハ
ル
の
り

Y
ダ

γ
汗
の
こ
と
で
あ
る

(
Z・
コ
・
ロ
E
2
5向Mr
℃同門円相内
0・玄
O
E
S
O白
『
内
訳
出
向
山
コ
og'HHMU円何回巾

O
?

z
o
E
2
5
M
く
-
-
E
5
・
3
2
5
p
n
J・
ωMIg-)
。

制
LHOR
・
H
A
D
-
2・

同開

E
R
E
E・
8
・

2
・
u
2勺・
ω
M
|包・

同
州
巨
毛
釦
吋
HLHV5・
2
℃
・
陸
自
・

倒
欽
定
外
落
鼓
古
回
部
王
公
表
徳
島
哲
三
四
停
一
入
、
鳥
珠
穆
給
部
情
聴
待
。

同制ロ』曲
2
E
P
D司・

n
H
f
s司・

ω
M
I
g
-
〉
・
コ
o芦
田
巾
g
・
3

2
巾
冨
吉
区

h
H
-
E
X
2
0
h出
向
出
×
E
H
E
n
-
∞
ω
∞
ー
ー
ロ
。
ロ
臼
酌
吋
・
。
コ

a・
5
8・
日
間
y
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ニA
W

・

4

‘
 

総
チ
ョ
タ
ル
・
タ
イ
シ
ャ
は
続
出
山
の
わ
昨
日
ら
『
(
楚
隊
綴
〉
で
あ
る
が
、
パ

イ
パ
ギ
シ
ュ
、
チ

γ
・
タ
イ
シ
マ
雨
人
は
山
中
磁
資
料
に
全
く
見
え
な
い
。

し
か
し
、
パ
ル
ラ
ス
の
ズ
ソ
ガ
ル
滋
系
後
〈
匂
州
w
z
m
w
g
o
同y
a
r
同凶
S
B
g
z

，

g
町四
}
H
M
〉
に
よ
れ
ば
:
ハ
ー
ト
ゥ
ル
・

9
イ
ジ
の
兄
弟

kwaσ
母由一沼田

ny

、吋悶
n
y校
、
吋
包
含

Z
稿
兄
弟
の
名
が
見
え
、
そ
の
議
行
繍
係
は
、

mwnyβ-

M

同
時
幻
切
巳

σ兵
一
窓
口
ダ
吋
n
y
Z
吋
乱
含
乞
の
順
で
み
る
。
と
の
系
譜

は
ミ
ル
ラ
ー
も
み
お
く
同
様
で
ゑ
切
る
し
〈
P
A
S
m
u
ヨ

o
w
2
M
Y

印
O
M
W
A
7
-

ロO
勺

J

司
令
合
同
箆
三
国
'HHh同舟

H
v
p
x
p
N
3
)
、
ωmwHHHHprHH開
河

g乞
ヌ
グ
え
の
守

幼
凸

v
w
r
S
4・∞・

ω・
8mv
に
お
い
て
は
、
「
一
六
二
五
年
の
ベ

2
Zロ

バ，
S
拐
の
}
戸
田
の
死
に
際
し
て
、
そ
の
泌
氏
一
道
人
安
め
ぐ
っ
て
、
-
門
担
n
y
o益

r

M

M

3

M

凶山
W
F田
笠
宮
町
H

柄
兄
泌
が
防
相
っ
て
、
後
品
鳴
が
敗
れ
た

J
と
の
べ
て

い
る
。
な
お
パ
ル
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、
凶
印
刷
ゲ
閉
山
ち
包
V

は
「
一
六
二
五
年
、

ω円
y
c
r
2
1門
知
即
応
凹
広
と
字
っ
た
よ
と
あ
り
、
J

門的再印刷

5
1門
念
仏
一
幹
主
に
つ

い
て
は
、
「
一
六
二
五
年
死

J
〈同

u
a
g
g
g
p
n
p
〉
と
あ
っ
て
、
一
間

人
の
移
在
は
、
も
ち
ろ
ん
、
間
帯
件
そ
の
も
の
ぞ
縛
え
て
い
る
a

な
お
ミ
ル

予
i
に
よ
れ
ば
、
「
岡
山
議
問
Z
J

司
陪
障
問
己
悶
は
二
八
二
五
年
に
死
し
、
都
民
一
湾

人
ぞ
遺
す
〈
〈
玄
還
さ
H

叩

HJFn-aグ
)
と
あ
る
が
、
一
議
人
は
お
そ
ら
く

一
平
入
の
談
り
で
あ
ろ
う
。

続
L
M
G
民・

2
?
吋C
M

ヤ
コ
ブ
・
プ
ゴ
ラ
詰
ブ
は
ト
ポ
リ
ス

F
よ
り
二
ハ
二
四

年
七
月
六
日
に
パ
ー
ト
ゥ
ル
の
も
と
へ
カ
ル
ム
ッ
ク
人
捕
捕
虜
護
迭
の
た
め

に
荻
滋
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
れ
は
ト
ポ
リ
シ
ス
タ
よ
h
J
題
担
制
関
ぞ
獲
し

て
カ
ザ
ッ
タ
の
崎
偶
然
に
近
い
ア
ル
ブ
担
・
カ
メ
ニ
〉
M
M

間同一如何》町内

gh巾
Z
F

で
パ
ー
ト
ゥ
ル
に
禽
っ
て
い
る
。
ア
ル
プ

F

・
カ
メ
品
の
位
置
は
は
っ
器

ち
し
な
い
が
、

F
ポ
リ
ス
タ
よ
り
一
月
行
濃
の
イ
チ
イ
タ
山
と
そ
れ
滋
離

れ
て
い
な
い
地
黙
と
み
ら
れ
る
。
パ
ー
ト
ゥ
ル
が
バ
イ
バ
ギ
シ
品
、
チ
ョ

ク
ル
一
関
口
ル
殺
の
宗
い
を
認
得
す
る
た
仏
り
に
赴
い
て
い
る
閥
、
プ
ゴ
ラ
コ

ブ
は
バ

1
ト
ゥ
ル
の
命
に
よ
っ
て
イ
テ
ィ
タ
山
に
待
っ
て
い
た
の
で
あ

ザ
唱
。

締
チ
ョ
ク
ル
が
パ
イ
バ
ギ
ジ
ュ
の
凡
で
あ
っ
た
と
い
う
聡
か
ら
す
れ
ば
、
納

者
に
六
}
白
人
、
後
者
w
h
m
間
百
人
と
い
う
数
は
常
識
的
に
み
て
無
還
が
な
い

が
、
は
た
し
て
そ
う
淑
解
し
て
い
い
か
復
帰
摘
が
な
い
の
で
、
プ
ゴ
ラ
コ
フ

の
報
告
に
立
総
縫
っ
て
お
き
た
い
。

側
ミ
ル
ラ
ー
は
、
と
の
時
の
声
予
イ
を
デ
ル
ベ
;
ト
務
の
ダ
一
フ
イ
・
タ
イ
シ

u
m
L
m
F
g
uユ
佼
〈
端
機
綴
品
開
什
)
と
受
取
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
e

か
れ
は

そ
の
ズ

γ
ガ
ル
倣
系
表
に
お
い
て
、
チ
努

F
ル
の
般
開
後
そ
の
べ
た
中
で
も

チ
g
p
ル
は
、

}
六
二
八
年
げ
件
、
デ
ル
ベ
γ

L

H

巾
M
X
X
m
の
オ
ル
ダ
の

F
イ
シ
ャ
・
タ

一フイ
J

吋
向
同
時
限
帥
↓
昌
信
込
町
と
テ
ル
ゲ
ッ
ト
J
Z
H
M

可
部
吋
の
オ
ル
ダ
の
ウ
ル

ル
タ
刷
、
川
辺
町
民
と
や
っ
て
、
ト
ポ
ル
河
に
去
っ
た
。
〈
ヨ
ヱ
℃
三
O
w
n
A吋M
y

h
w
O
M
W
4
7
・
コ
む
℃
、
吋
ゆ
合
同
盟
向
京
空
冨

3
P
X
O雄
日

ud)

と
い
っ
て
い
る
。
両
市
町
弘
司
図
、
ヰ
冊
目
}
吋
巾
吋
は
い
ず
れ
も
、
仏
窃
ろ
色
、

Z
H
4
叫訟

の
談
、
り
で
あ
ろ
う
が
、

y
い
の
総
惑
は
、
ム
司
ム
ヅ
定
プ
の
朗
報
告
に
援
づ
い

て
議
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
、
銃
げ
い
出
掛
捕
摘
し
た
よ

う
に
、
ズ
シ
ガ
ル
の
パ
ー
ト
ヴ
ル
げ
か
ト
ル
グ

l

F
の
ホ
・
ウ
ル
手
ュ
タ
の

女
婚
で
あ
っ
た
と
い
う
家
紫
、
及
び
乙
m
W
A時
間
者
が
親
密
な
隠
係
に
あ
っ
た

務
焚
を
縛
え
る
ト
ミ
開
・
べ

F
F
フ
の
級
品
開
に
よ
っ
て
、
ム
町
ム
ツ
を
フ

の
報
告
中
の
b
T

苧
イ
を
ズ

γ
ガ
ル
務
の
ダ
〈
b
T
)

ヲ
イ
e

ぷ
ガ
テ
イ
ル
、

つ
ま
ち
パ

i

F
ゥ
ル
-

b

T

イ
ジ
と
考
え
た
い
。
ウ
ル

H
品
F
の
子
タ
イ
チ

γ
も
亦
チ
ョ
タ
ル
の
女
繍
開
明
、
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ト
ル
グ

1
ト
鶏
と
ズ
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ン
ガ
ル
部
は
常
に
姻
戚
刷
聞
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
伎
に
こ
の
時
の
b
y

-
フ
イ
を
ミ
ル
ヲ
ー
に
一
歩
諮
っ
て
、
デ
ル
ベ

I
ト
部
の
そ
れ
と
み
て
色
、

チ
ョ
ク
ル
征
討
に
パ
l
ト
ゥ
ル
が
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

帥
h
O
R
・
2
0・
3
一
こ
の
文
書
自
慢
に
は
、
情
報
を
も
た
ら
し
た
ナ
ガ
イ
人

が
い
つ
ま
で
ハ
ン
デ
リ
・
タ
イ
シ
ャ
の
も
と
に
い
た
か
を
推
定
さ
せ
る
材

料
を
倣
く
。
文
奮
が
作
ら
れ
た
の
は

3
X℃
富
。
の
編
者
が
他
の
史
料
に

基
づ
い
て
推
定
し
た
結
呆
に
よ
っ
て
、
一
六
三

O
年
五
月
二
五
日
よ
り
以

前
の
も
の
で
あ
る

(
Z
X苫
5
0・
3
℃・

5
0・
口
司
E
室
内
』
自
国
巾
)
。
パ
イ
パ

ギ
シ
ュ
の
敗
死
が
、
二
ハ
ニ
八
年
一

O
月
か
ら
こ
の
聞
に
あ
る
こ
と
は
自

明
で
あ
る
。

仰
ヨ
ヱ
℃
ヨ
。
・

2
℃・

ω
2
・
AT・
口
0
3
A
T
g民
主

E
h告
白
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の
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戸
富
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Z
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-
ω
即
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己
ロ

m
m
5
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2
c
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y
w
Z
9
g
-
M
V刊
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H
1
m
w
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己
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開
祖
∞
回
目
ロ
チ
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吋
由
ω
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側

MV白
Z
E
-
-同M
・

2
f
ω
・ω
U
・

刷
h
O
R
・
2
0・

E
N・

伺
シ
ャ
ス
テ
ィ
ナ
氏
に
よ
れ
ば
、
シ
ョ
l
ロ
イ
・
ウ
パ
シ
・
コ

γ
タ
イ
ジ
の

聞
は
年
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
六
二

0
年
代
の
末
に
あ
っ
た

こ
と
は
明
か
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
(
ロ
宮
内
叶
一
国
E

P

C
司-

n
F
4
2℃
・
印
印
)
。
俄
木
布
額
爾
徳
尼
に
つ
い
て
中
間
史
料
の
体
え
る
所

は
、
順
治
七
年
(
一
六
五

O
)
、
俄
木
布
額
爾
徳
尼
が
行
狐
と
詑
稿
し
て
、

腕
化
城
界
に
侵
入
し
た
こ
と
。
順
治
一
二
年
(
一
六
五
五
)
、
曙
爾
略
左

右
翼
に
八
札
離
克
が
設
け
ら
れ
た
と
き
、
俄
木
布
額
繭
徳
尼
が
右
翼
礼
譲

克
の
一
人
に
な
っ
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
(
欽
定
外
藩

蒙
古
回
部
王
公
表
停
翁
六
一
体
四
五
、
耐
噌
爾
曜
礼
藤
克
圏
汗
部
総
侍
)
。

同
川
ミ
ル
-
7
1
は
パ
l
ト
ゥ
ル
の
略
停
を
の
べ
て
、

"‘ 

(バ

l
ト
ゥ
ル
は
)
一
六
三
四
年
、
再
び
プ
ハ

l
一
フ
人
と
争
っ
た
。

ζ

の
戦
い
で
大
損
害
を
蒙
っ
た
が
、
ま
も
な
く
大
勝
利
を
得
て
、
プ
ハ

l

ヲ
汗
イ
シ
ム
ヱ
百
三
角
の
子
ヤ
ン
ギ
ル
泊
Z
2壱
を
捕
虜
に
し
た
。

(
ヨ
エ
℃
F
A
O
-
2日】・印。目、

AT・
コ
0
3
e
g
z
玄
E
S巾日
v
P
2
0・
ミ
由
)

と
い
い
、
パ
ル
ラ
ス
は
こ
の
設
に
従
っ
て
、

か
れ
(
パ
l
ト
ゥ
ル
)
は
モ

γ
ゴ
ル
と
和
解
し
た
後
、
一
六
三
四
年
に

二
度
目
に
勝
利
を
得
る
乙
と
の
で
き
た
プ
ハ

l
ラ
と
の
幸
運
な
戟
い
に

よ
っ
て
堕
か
に
な
っ
た
。
(
同
》
ωzhwmw

。司・

2
7
ω
・
ω
由
)

と
の
べ
て
い
る

0

・
も
っ
と
も
ミ
ル
ラ
l
自
身
は
、

ωHwggZ口
四
月

ca--

m
n
F
2
c
a
ny-ロ
Z
9
ω
白
ロ
チ
∞
wω
・
ω吋
ω
に
お
い
て
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
が

カ
ザ
ッ

FEH
イ
シ
ム

H
R
E
S
と
戦
っ
て
、
そ
の
子
ヤ

γ
ギ
ル
』
白
口
四
回
円

を
捕
虜
に
し
た
事
件
を
一
六
三
五
年
と
し
て
い
る
。

F

シ
ア
文
書
に
は
こ

の
一
事
件
の
詳
細
を
凶
押
え
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
バ
l
ト
ゥ
ル

が
カ
ザ
ッ
タ
大
オ
ル
ダ
の
イ
シ
ム
汗
ヱ
自
国
平
民
同
℃
『
と
耽
っ
て
一
度
敗

北
を
喫
し
た
の
が
一
六
三
五
年
春
の
こ
と
で
あ
り
、
二
度
目
に
勝
利
を
得

て
イ
シ
ム
の
子

γ
γ
ギ
ル
王
子
民
副
司
巾
国
国
』
泊
国
「
巴
喝
を
捕
虜
に
し
た
の
が

同
年
夏
の
乙
と
で
あ
る

(
h
。
R
・
】
日
戸
】

M
3
0
こ
の
戦
い
の
詳
細
に
つ
い

て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
事
件
の
事
貨
は
、

パ
ル
ラ
ス

と
は
異
っ
て
、
パ

ー
ト
ゥ
ル
が
一
六
三
五
年
一
月
一
四
日
迄
に
モ
ン
ゴ
ル
と
和
睦
し
た
後
カ

ザ
ッ
ク
遠
征
に
赴
い
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル
テ
ス
、
ミ
ル
一
フ
!
の
い
う
プ

ハ
l
ラ
と
は
西
ト
ル
キ
ス
タ

γ
を
意
味
す
る
大
プ
ハ

1
ラ
、
乙
の
場
合
カ

ザ
ッ
ク
の
乙
と
で
あ
る
。
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補
註
①
メ
ル
ゲ

γ
・
テ
メ
ネ
(
一
一
)
が
一
磁
の
軍
隊
を
有
し
て
い
た
こ
と

は
、
ジ
ク
メ
・
ナ
ム
カ
著
・
橋
本
光
費
隷
「
蒙
古
剰
麻
数
史
」
(
東
京
。

一
九
二
七
)
司
-
M
∞
?
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。



メ
ル
ゲ

γ
・
テ
ベ
ナ
京
将
ぬ
き
進
押
宮
崎
守
ま
〈
〈
沼
氏
moロ
件
。
自

3
0〉

と
名
づ
く
る
者
あ
り
。
対
物
を
鐙
瀦
し
、
二
織
の
綴
除
ぞ
有
す
る
一
融
持

軍
な
h
J
e

檎
仲
は
②
以
上
の
動
か
ち
す
れ
ば
、
カ
ラ
タ
ラ
の
死
長
一
六
三
閤
伴
氏
家
め
る

見
解
も
成
立
つ
。
佐
口
議
端
氏
は
カ
一
7
h
y
-
7
の
古
川
を
二
ハ
三
間
怒
と
し
て
お

ら
れ
る
。
〈
ア
ジ
ア
歴
史
家
災
「
ジ
ュ

γ
ガ
ル
」
の
項
)
。
ま
た

S
2
G芝

山
内
自
民
良
事
の
の
タ
ミ
同
Y

二
時
・
に
お
い
て
は
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
mw
放
機

嫌
留
の
俸
は
一
六
三
関
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
そ
の
綬
嬢

は
示
き
れ
て
い
な
い
。
機
か
に
一
六
一
一
…
闘
停
殺
も
充
分
考
え
ち
れ
る
が
、

わ
た
し
と
し
て
は
白
下
の
所
、
カ
ラ
Pω
ツ
の
死
は
一
六
一
一
一
五
年
一
月
一
四

日
ま
で
に
は
事
実
で
あ
っ
た
乙
と
令
指
繍
ず
る
に
必
品
り
た
い
。

〈
附
記
〉
本
務
は
修
士
論
文
「
ズ

γ
グ

ル

の

一

部

分

明
、
あ
る
。
総
指
導
を
賜
っ
た
田
村
、
務
凶
一
関
数
授
に
一
線
く
翁
掛
臓
や
淡
し
た
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崎
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建
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頁

学

齢

索

引

…

一

一

奥

定

震

二

五

O
O画

本

索

引

は

、

・

・

年

続

・

地

名
・
官
制
・
経
済
・
財
政
周
籍
、
そ
の
後
、
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
つ

い
て
の
約
三
高
数
千
に
及
ぶ
カ
ー
ド
念
、
叩
ゑ
十
枇
悶
綴
に
排
列
し
た

も
の
で
あ
る
。
巻
頭
に
は
、
宮
崎
市
定
簿
土
の
「
宋
代
官
制
序
説
」

会
解
題
と
し
て
掲
載
し
、
一
階
々
羽
後
っ
て
、
栄
代
は
勿
論
、
中
閣

の
政
治
・
経
済
・
従
由
国
・
宮
鋭
の
研
究
者
に
は
、
多
大
の
使
笈
な

右
融
商
御
希
獲
の
ガ
は
本
ゆ
踏
ま
で
わ
初
出
申
込
み
下
さ
い
。

〈
溺
内
迭
料
は
本
晶
簡
が
負
携
し
ま
す
c
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